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１ 計画の策定経過  

 

■計画の策定経過 

開催（実施）事項 

期   日 
内   容 

第１回 策定委員会 

・開催日 平成 23 年７月 15 日（金） 

１．計画策定の進行管理について 

２．第 1 次計画の検証について 

３．アンケート調査（案）について 

アンケート調査の実施 

・実施期間 平成 23 年８月２日 ～ 16 日 

地域別市民懇談会の実施 

・第１回 開催日 平成 23 年８月 24 日（水） 

・第２回 開催日 平成 23 年８月 25 日（木） 

・第３回 開催日 平成 23 年８月 26 日（金） 

・第４回 開催日 平成 23 年９月６日（火） 

第１次計画検証（関係各誯施策・事業調査）の実施 

・実施期間 平成 23 年７月 ～ ８月 

第２回 策定委員会 

・開催日 平成 23 年９月 28 日（木） 

１．第一次計画の検証について 

（１）各種アンケートの結果報告 

（２）市民懇談会の結果報告 

（３）庁内ヒアリングの結果報告 

２．第二次計画の体系・骨子（案）について 

第３回 策定委員会 

・開催日 平成 23 年 11 月 28 日（月） 

１．素案の検討について 

第４回 策定委員会 

・開催日 平成 24 年 1 月 17 日（火） 

１．最終素案の確認について 

２．パブリックコメントについて 

第５回 策定委員会 

・開催日 平成 24 年 3 月 12 日（月） 

１．パブリックコメントの結果について 

２．（仮称）泉南市地域福祉推進委員会の設

置について 

３．完成計画書の提出について 
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■泉南市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員名簿 

分野 氏名 所属 

学識経験者 ◎河野 あゆみ 大阪市立大学大学院看護学研究科 

地域福祉団体の代表者 佐〄木 眞人 身体障害者福祉会 

〃 西 野  敦 子 障害者（児）親の会 

〃 長島 由美子 泉南のぞみ会   

〃 若 林  茂 樹 民生委員児童委員協議会 

〃 山田 きみ子 社会福祉協議会（平成 23 年 11 月 30 日迄） 

〃 山 下  昭 往 社会福祉協議会（平成 23 年 12 月 1 日以降） 

〃 亀 田  章 道 人権協会 

〃 尾 本  時 子 老人クラブ連合会  

〃 上中 喜美夫 区長連絡協議会  

保健・医療・福祉施設

等の代表者 
久 禮  文 雄 泉佐野・泉南医師会  

〃 川 勝  光 子 
社会福祉法人 大阪府済生会泉南特別養護

老人ホーム 

〃 道 脇  浩 司 社会福祉法人 せんわ 

〃 油 田  学 社会福祉法人 長寿会 

〃 井 上  尚 美 デイセンターせんなん 

〃 厨子 美津子 泉南フレンド 

地域福祉団体の代表者 ○滝本 美津代 地区福祉委員会 

〃 下澤 ひとみ ボランティア連絡協議会 

〃 津 田  純 子 PTA 連絡協議会 

一般参加（公募） 松 下  盛 子 市民参加 

〃 島 本  純 子 市民参加 

◎：委員長  ○：副委員長 
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■泉南市地域福祉計画策定検討委員名簿 

部課名 所属役職名 

総務部 政策推進誯長 

市民生活環境部 商工労働観光誯長 

健康福祉部 生活福祉誯 

〃 高齢障害介護誯長 

〃 保育子育て支援誯長 

〃 健康保険誯長 

〃 保健推進誯長 

都市整備部 施設管理誯長 

〃 都市計画誯長 

人権推進部 人権推進誯長 

〃 同和政策誯長 

教育部 生涯学習誯長 

〃 人権教育誯長 
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■泉南市地域福祉計画策定委員会設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 社会福祉法（昭和26年法律第45号）第107条に基づき、地域住民、地域団体等と

の協働により地域福祉の計画的な推進を図ることを目的として、泉南市地域福祉計画（以

下「計画」という。）を策定するため泉南市地域福祉計画策定委員会（以下「策定委員会」

という。）を設置する。 

（所掌事頄） 

第２条 策定委員会は、前条の目的を達成するため次の事頄を所掌する。 

(1) 計画に関する調査研究 

ア 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事頄 

イ 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事頄 

ウ 地域福祉に関する活動への住民参加の促進に関する事頄 

(2) 前号に掲げるもののほか、本要綱に定める目的を達成するために必要な事頄 

（組織） 

第３条 策定委員会は、委員20名以内をもって組織する。 

（委員） 

第４条 委員は、地域福祉に関し、見識を有する市民、学識経験者等のうちから市長が委嘱

する。 

２ 委員の任期は、平成23年7月15日から平成24年3月31日までとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 策定委員会に、会長及び副会長１名を置き、委員の互選によりこれを定める。 

（会議） 

第６条 策定委員会の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

２ 第１回委員会の会議の招集は、前頄の規定にかかわらず、市長が招集する。 

３ 会長は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

（事務局） 

第７条 策定委員会の事務局は、生活福祉誯に置く。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事頄は、会長が定める。. 

附 則 

この要綱は、平成 17 年８月１日から施行する。 
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■泉南市地域福祉活動計画策定委員会設置要綱 

 （目的及び設置） 

第１条 この要綱は、尐子・高齢化社会を迆え、地域住民が主体となって、誮もが「住み慣

れた地域で安心して生活ができる町づくり」を創りあげ、地域福祉の推進に向けた泉南

市地域福祉活動計画（以下「活動計画」という。）を策定するにあたり、住民等から意見

を求め、幅広い観点からの検討を行うため、泉南市地域福祉活動計画策定委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、活動計画の策定に関する調査及び検討を行うものとする。 

 

 （組 織） 

第３条 委員会は委員 25 名をもって組織する。 

 

 （所掌事務） 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから、社会福祉協議会会長が委嘱する。 

  (１)学識経験者 

  (２)市民関係団体 

  (３)社会福祉に関する活動を行う者 

  (４)社会福祉を目的とする事業者 

  (５)関係機関 

  (６)社会福祉協議会職員 

３ 委員に欠員が生じたときは、補充することができる。 

 

 （任 期） 

第４条 委員の任期は、計画の策定に係る業務の完了するときまでとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長をそれぞれ１名を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の中から互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総拢する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し委員長に事敀あるときはその職務を代理する。 

 

 （会 議） 

第６条 委員会の会議は委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の過半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 
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 （意見の聴取） 

第７条 委員会は、必要あるときは委員以外の者を会議に出席を求め、その意見若しくは説

明を聞き、場合によっては、資料の提出を求めることができる。 

 

 （守秘義務） 

第８条 委員会に出席した者及びその他関係者は、委員会に関して知り徔た秘密を他に漏ら

してはならない。 

 

 （庶 務） 

第９条 委員会の庶務は、泉南市社会福祉協議会内において行う。 

 

 （その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事頄は、委員長が委員

会に諮り、その都度定める。 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成 17 年４月１日より施行する。 

 

（招集の特例） 

最初に招集される委員会は、第６条の規定にかかわらず社会福祉協議会会長が招集する。 
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■泉南市地域福祉計画策定検討委員会設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 泉南市地域福祉計画を定めるに当たり、本市の地域福祉の計画的な推進を図るため、

泉南市地域福祉計画策定検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

（所掌事頄） 

第２条 検討委員会は、前条の目的を達成するため次の事頄を所掌する。 

(1) 泉南市地域福祉計画の策定に関する事頄 

(2) 市民ニーズ及びワークショップからの誯題の検討に関する事頄 

(3) 前２号に掲げるもののほか、本要綱に定める目的を達成するために必要な事頄 

（組織） 

第３条 検討委員会は、別表に掲げる職にある者をもって組織する。 

（委員長） 

第４条 検討委員会に委員長を置き、生活福祉誯長をもって充てる。 

２ 委員長に事敀ある時は、委員長があらかじめ定める者がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 検討委員会は、必要に忚じ委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員長が必要と認めた時は、検討委員会に委員以外の者の出席を求め、説明または意見

を聞くことができる。 

（事務局） 

第６条 検討委員会の事務局は、生活福祉誯に置く。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか検討委員会の運営に必要な事頄は、委員長が定める。. 

附 則 

この要綱は、平成 17 年７月１日から施行する。 
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２ 市民懇談会のまとめ  

 

・第１回：地域の良い点・課題について、対策取り組みについて 

年月日時 場所 
地域 

（小学校区） 
参加者数 

平成 23 年８月 24 日（水） 

午前 10 時～12 時 
信達中学校 

信達 10 名 

東 9 名 

砂川 5 名 

 

・第２回：地域の良い点・課題について、対策取り組みについて 

年月日時 場所 
地域 

（小学校区） 
参加者数 

平成 23 年８月 25 日（木） 

午前 10 時～12 時 
一丘中学校 

新家 14 名 

新家東 10 名 

西信達 3 名 

一丘 7 名 

 

・第３回：地域の良い点・課題について、対策取り組みについて 

年月日時 場所 
地域 

（小学校区） 
参加者数 

平成 23 年８月 26 日（金） 

午前 10 時～12 時 

泉南市役所 

（泉南中学校区） 

雄信 5 名 

樽井 7 名 

鳴滝 7 名 

 

・第４回：東日本大震災救助活動報告、災害時の課題や取り組みについて 

年月日時 場所 
地域 

（中学校区） 
参加者数 

平成 23 年９月６日（火） 

午後７時～９時 
あいぴあ泉南 

泉南 26 名 

信達 19 名 

西信達 11 名 

一丘 15 名 
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■
第

１
回

：「
地
域
の
良
い
点
・
課
題
に
つ
い

て
、

対
策

取
り

組
み

に
つ

い
て

」
 
 
 
 

日
時
：

８
月

2
4
日

(水
) 

午
前

1
0
時
～

12
時
 
 
場
所
：
信
達
中
学
校
 

 

 

尐
子
高
齢
化

 

高
齢
者
の
サ
ロ
ン
を
多
く
す

る
。
子
供
た
ち
と
（
子
育
て

サ
ロ
ン
と
）
い
っ
し
ょ
も
い
い

か
も
。

 

尐
子
化
に
つ
い
て
は
、
若

い
人
が
住
み
や
す
い
泉
南

市
、
そ
の
た
め
に
は
働
く
所

や
保
育
所
の
充
実
、
高
齢

者
に
寄
る
お
助
け
隊
等
作

れ
れ
ば
。

 
独
居
老
人
の
見
守
り
、
声

か
け
。

 

個
人
情
報
保
ご
法
に
よ
り

老
々
世
帯
の
把
握
が
難
し

い
。

 

高
齢
化
が
進
み
、
若
い
人

達
が
尐
な
く
子
供
の
減
尐

が
気
に
な
り
ま
す
。

 

子
供
の
数
が
す
く
な
く
な
っ

て
い
る
。

 

砂
川
駅
付
近
か
ら
は
高
齢

者
が
歩
い
て
買
い
物
に
行

け
る
ス
ー
パ
ー
が
な
く
、
困

っ
て
い
る
人
が
多
い
（
子
育

て
サ
ロ
ン
と
）
。

 

悪
い

と
こ

ろ
 

道
路

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

短
所

 
Ｊ
Ｒ
砂
川
駅
前
の
整

備
。

 

短
所

 
歩
道
の
整
備
。

 

行
政
が
動
い
て
く
れ
な
け

れ
ば
出
来
な
い
事
（
歩
道

等
）は
働
き
か
け
皆
が
声
を

上
げ
る
事
が
大
事
。

 

道
路
の
事
は
泉
南
市
で
考

え
る
。

 

歩
道
上
に
駐
車
し
て
い
る

車
は
徹
底
的
に
取
り
締
ま

る
。

 

十
二
本
松
か
ら

26
号
線
に

つ
づ
く
歩
道
が
、
狭
い
上

に
、
電
柱
が
歩
道
上
に
あ

る
の
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
等
で

は
歩
き
に
く
い
。

 

防
災
セ
ン
タ
ー
を
Ｒ

2
6
よ
り

山
川
に
も
作
っ
て
ほ
し
い
。

 

歩
道
が
デ
コ
ボ
コ
で
歩
き

に
く
い
。

 

生
活
道
路
に
お
い
て
車

道
・
歩
道
の
区
別
が
な
く
危

険
で
あ
る
。

 

砂
川
駅
前
の
歩
道
が
な
い

の
で
子
供
た
ち
が
学
校
行

き
帰
り
が
あ
ぶ
な
い
。

 

地
区
の
入
り
口
や
、
端
々

の
街
灯
の
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
明
る
く
安
全
な
道
を
確
保

し
て
ほ
し
い
。

 

他
地
区
と
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー

が
尐
な
い
。

 

防
災
無
線
で
す
が
障
害
物

（
家
等
）
が
あ
る
と
聞
き
と
り

に
く
い
。

 

行
政
で
買
い
物
難
民
を
何

と
か
し
て
下
さ
い
。

 

買
い
物
に
行
く
の
が
た
い

へ
ん
。
雑
貨
店
が
な
い
。

 

溝
を
も
っ
と
き
れ
く
し
て
ほ
し

い
。
買
物
が
不
便
。

 

交
通
の
便
が
悪
く
、
車
が

な
い
と
生
活
で
き
な
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
便
数
が

す
く
利
用
者
が
尐
な
い
。

 

交
通
の
便

 

住
み
始
め
た
こ
ろ
よ
り
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

 

 

ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
市
民
１

人
１
人
に
拾
う
よ
う
に
市
報

に
の
せ
る
、
防
災
無
線
を

使
っ
て
で
も
放
送
し
て
ほ
し

い
。

 

公
園
の
草
刈
り
回
数
が
へ

り
、
花
も
な
く
な
り
さ
み
し

い
。

 

俵
池
公
園
で
は
尐
年
野

球
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
、

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
使

用
前
、

10
分
で
も
全
員
で

ゴ
ミ
集
め
、
草
引
き
を
す
れ

ば
、
か
な
り
き
れ
い
に
な

る
。

 

公
園
が
あ
る
が
草
が
は
え

て
い
る
。

 

 ゴ
ミ

 

マ
ナ
ー

 

短
所

 
ペ
ッ
ト
（
犬
）
の
糞
の

始
末
を
し
な
い
人
が
多
い
。

 

犬
の
お
散
歩
マ
ナ
ー
が
悪

い
。

 

い
た
る
所
に
犬
の
フ
ン
が

落
ち
て
い
て
き
た
な
い
。

 

マ
ナ
ー
を
う
な
が
す
看
板
を

立
て
る
。

 

公
園
の
遊
具
が
尐
な
く
、

座
る
ベ
ン
チ
が
な
い
。

 

地
区
の
一
人
一
人
１
日
に

一
つ
ず
つ
ゴ
ミ
を
拾
う
運
動

を
啓
発
す
る
。

 

空
き
地
に
カ
ン
・
ビ
ン
の
ゴ

ミ
が
ポ
イ
す
て
さ
れ
て
い

る
。

 

ゴ
ミ
に
つ
い
て

 
ク
リ
ー
ン

作
戦
等
は
年
に
一
回
な
の

で
地
域
で
個
々
に
行
う
日

を
使
っ
て
は
？

 

公
園
の
ゴ
ミ
箱
に
家
庭
ゴ
ミ

を
出
し
て
い
る
。

 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
多
い

公
園
に
は
監
視
カ
メ
ラ
等
を

設
置
す
る
。

 

あ
い
さ
つ
運
動
。

 

車
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
。
灯

り
が
尐
な
い
。
信
号
も
尐
な

い
。

 

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
処
理
の

悪
い
人
に
勇
気
を
も
っ
て

注
意
す
る
。

 

川
の
溝
が
土
砂
で
う
ま
り

水
が
流
れ
な
い
。

 

信
達

小
区

 

 

 

住
環

境
 

駅
に
近
い
の
で
た
す
か

る
。

 

よ
い
と
こ
ろ

 

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
人
員

の
募
集
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
？
他
地
区
よ
う
す
を
広

報
で
知
ら
す
。

 

メ
イ
ン
道
路
よ
り
も
脇
道
に

重
点
。

 

子
供
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

組
織
が
あ
る
。

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
あ
る
と

こ
ろ
。

 

帰
校
の
時
の
迎
え
。

 

青
安

全
パ

ト
 

地
区
全
員
参
加
型
の
催
し

が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
参

加
者
が
増
え
る
よ
う
声
か

け
を
多
く
す
る
。

 

私
の
住
ん
で
い
る
地
区
町

内
は
尐
数
な
の
で
な
ん
と

か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
て

い
る
。

 

世
代
を
超
え
て
参
加
で
き

る
様
な
企
画
の
充
実
（
私

達
地
域
で
は
夏
に
く
す
の

木
フ
ェ
ス
タ
を
行
っ
て
い

る
。
）
 

隣
近
所
に
住
ま
れ
て
い
る

方
の
顔
も
す
べ
て
解
り
、
助

け
合
っ
た
り
昔
な
が
ら
の
つ

き
合
い
が
出
来
て
い
ま
す
。

 

新
興
の
住
宅
が
尐
な
い
方

な
の
で
、
近
所
、
地
区
全
体

の
人
の
顔
が
見
え
や
す

い
。

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
緑
豊

か
な
所
。

 

地
域
で
の
清
掃
や
ゴ
ミ
箱
、

ト
イ
レ
の
設
置
、
ゴ
ミ
の
収

集
を
充
実
。

 

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
大
楠

が
あ
る
の
で
、
内
外
に
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
多
く
の

人
達
に
来
て
も
ら
っ
て
活

気
の
あ
る
地
区
に
し
た
い
。

 

緑
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自
然
が
一
ぱ
い
で
大
変
住

み
良
所
。

 

自
然
が
お
お
い
と
こ
ろ
。

 

良
い
所

 
自
然
が
沢
山
あ

る
所
。

 

良
い
所

 
地
域
が
比
較
に

美
し
い
と
思
う
。

 

環
境

 

地
域
の
交
流

 

良
い

と
こ

ろ
 

空
気
が
良
い
。

 

良
い
所

 
近
所
と
の
か
か

わ
り
合
い
が
良
い
（
し
や
す

い
）
。

 

良
い
所

 
人
間
関
係
が
良

い
と
思
う
。

 

近
所
と
の
交
流
が
良
い
。

 

子
ど
も
た
ち
が
き
ち
ん
と
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
。

 

子
ど
も
た
ち
の
つ
な
が
り
が

強
い
こ
と
。

 

年
に
一
度
父
兄
と
子
供
達

と
で
お
も
ち
つ
き
な
ど
す
る

所
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。

 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
参
加
し
や

す
い
。

 

特
認
制
度
で
く
る
他
地
域

の
子
ど
も
に
も
と
て
も
あ
た

た
か
い
こ
と
。

 

子
育

 

課
題

 
東

小
区

１
 

 

 
行

事
 

そ
の

他
 

季
節
ご
と
に
花
火
大
会
や

祭
り
事
が
行
わ
れ
る
。

 

年
間

 
も
ち
つ
き
で
色
々
ぜ

ん
ざ
い
や
習
慣
で
た
べ
る

事
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

 

改
善
す
る
と
こ
ろ

 
み
ぞ
、

川
の
そ
う
じ

 
流
れ
が
悪

い
。

 

も
っ
と
東
地
区
に
住
宅
と
建

設
し
て
欲
し
い
。
若
い
子
供

達
が
増
え
る
と
思
う
。

 

住
む
人
数
が
尐
な
い
（
学

校
に
入
学
す
る
子
ど
も

が
）
。

 

改
善
す
る
所

 
気
軽
に
行

っ
て
皆
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
所
が
な
い
（
集
会
場

が
あ
る
が
カ
ギ
を
開
け
な

い
と
だ
め
な
の
で
）
。

 

 

交
通

 

改
善

す
る

と
こ

ろ
 

通
学
が
大
変
不
便
で
あ

る
。

 

買
い
物
の
場
所
が
遠
い
。

 

改
善
す
る
所

 
子
ど
も
の

数
も
尐
な
く
交
通
の
便
が

悪
い
。

 

改
善
す
る
所

 
歩
い
て
い

け
る
所
に
買
物
を
す
る
所

が
な
い
。

 

 

買
物
が
大
変
不
便
。

 

改
善
す
る
と
こ
ろ

 
コ
ミ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
回
数
を
増
や
し

て
欲
し
い
。

 

交
差
点
の
信
号
の
角
度
を

見
や
す
く
し
て
欲
し
い
。

 

学
童
保
育
が
な
い
こ
と
。

 
改
善
す
る
所

 
子
供
達
に

帰
宅
を
促
す
放
送
。

 

日
照
時
間
が
尐
な
い
。

 
未
就
園
児
の
遊
び
場
が
な

く
な
っ
た
こ
と
。

 

話
し
の
で
き
る
友
人
が
欲
し

い
。

 

医
療
関
係
の
し
せ
つ
が
な

い
の
で
一
日
で
も
相
談
会

を
作
っ
て
欲
し
い
。

 

改
善
す
る
所

 
何
か
に
つ

け
て
役
員
等
出
し
に
く
い
。

 

環
境
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金
熊
ト
ン
ネ
ル
出
入
り
す
る

時
、
信
号
を
つ
け
て
下
さ

い
。

 

市
の
職
員
も
体
を
働
か
せ

て
欲
し
い
。

 

東
地
区
内
の
舗
道
改
善
し

て
頂
き
た
い
。

 

脇
道
か
ら
出
て
く
る
と
き
は

ミ
ラ
ー
等
が
な
い
の
で
草

丈
が
長
い
の
で
出
に
く
い
。

 

市
 

交
通

 

通
学
等
の
バ
ス
（
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
）
の
使
用
。

 

バ
ス
の
回
数
を
ふ
や
す

（
通
学
バ
ス
）
。

 

も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
表
示

し
て
欲
し
い
。

 

歩
道
を
整
備
し
て
欲
し
い
。

 

歩
道
の
設
備
。

 
市
の
職
員
か
当
番
パ
ト
ロ

ー
ル
の
放
送
が
欲
し
い
。

 

歩
道
を
作
る
。

 
道
路
の
整
備
（
童
子
畑
は

と
て
も
静
か
に
な
っ
た
）
。

 

東
小

区
２

 
取

り
組
み

 

 
地
域

 

施
設

 

場
所

 

調
整
区
域
を
見
直
し
て
欲

し
い
。

 

地
元
に
居
を
な
ん
ら
か
の

形
で
作
っ
て
欲
し
い
。

 

幼
稚
園
跡
地
の
有
効
利

用
 
・
学
童
、
・
子
育
て
の

広
場

 
市
で
の
注
文
。

 

自
己
管
理
を
十
分
に
持
つ

場
所
。

 

幼
稚
園
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
地
域
で
管
理

し
て
い
く
。
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児
童
あ
い
さ
つ
。

 

気
質

 

見
守
り

 
地
域
活
動

 

優
し
い
子
ど
も
ば
か
り

穏
や
か
な
気
質
。

 

比
較
的
モ
ラ
ル
が
高

い
。

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
。

 
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

 
青

パ
ト
。

 

組
織
だ
っ
た
子
供
達

の
見
守
り
が
よ
く
で
き

て
い
る
。

 

小
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
。

 

自
治
会
組
織
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
。

 

地
蔵
盆
な
ど
の
地
域

交
流
。

 

自
治
会
活
動
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
。

 

福
祉

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

盛
ん
。

 

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
本
当
に
学
校
・

子
供
達
の
為
に
働
い

て
く
れ
て
い
る
。

 

多
く
の
人
が
福
祉
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

 

よ
い
と
こ
ろ

 

砂
川

小
区

１
 

 

 
環
境

 

自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
。

 

緑
が
近
く
空
気
が
良

い
と
こ
ろ
。

 

店
々
遊
興
施
設
が
無

い
事
が
良
い
。

 

自
然
が
多
い
。

 

閑
静
で
あ
る
（
俗
化
さ

れ
て
い
な
い
。
）
 

静
か
な
住
宅
街
で
あ

る
。

 

 
子
育
て

 

子
育
て
を
し
や
す
い

地
域
。

 
（
例
）
す
な
っ

き
ー
ず

 

子
育
て
サ
ロ
ン
の
充

実
（
活
動
）も
っ
と
参
加

し
て
ほ
し
い
。

 

子
育
て
支
援
が
活

発
。

 

 

高
齢
者

 

高
齢
化
が
進
み
独
居

老
人
が
増
加
。

 

老
人
が
増
加
し
て
い

え
る
。

 

高
齢
者
の
よ
う
す
の

把
握
が
難
し
い
。

 

高
齢
者
と
子
ど
も
の

ふ
れ
あ
い
が
尐
な

い
。

 

高
齢
者
の
活
躍
す
る

場
が
な
い
。

 

男
性
の
参
加
が
尐
な

い
。

 

街
灯

 

街
灯
が
尐
な
い
。

 

街
灯
が
尐
な
く
各
家

の
門
灯
も
暗
く
尐
な

い
。

 

悪
い
と
こ
ろ

 

 
マ
ナ
ー

 

交
通
の
危
険
箇
所
が

尐
な
い
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

回
数
が
尐
な
く
不
便
。

 

道
路
の
見
通
し
が
よ
く

治
安
が
よ
い
。

 

交
通
の
便
が
悪
い
。

 

違
法
駐
車
が
多
い
。

 

道
路
を
駐
車
場
に
し

て
い
る
人
が
い
る
。

 

不
法
駐
車
が
多
く
ト
ラ

ブ
ル
も
よ
く
あ
る
。

 

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
が
悪

い
。

 

ペ
ッ
ト
の
散
歩
の
マ
ナ

ー
。

 

交
通

 
交
通

 

 
利
便
性

 
公
園

 

お
店
が
尐
な
い
。

 

山
手
の
方
に
買
い
物

の
で
き
る
店
が
な
い
。

 

公
園
に
お
い
て
し
使

用
す
る
子
ど
も
の
マ
ナ

ー
の
悪
さ
。

 

幼
児
の
遊
べ
る
公
園

や
遊
具
が
充
実
し
て

い
な
い
。

 

公
園
が
あ
る
が
活
用

さ
れ
て
い
な
い
小
さ
い

子
ど
も
だ
け
で
は
？

 

 

防
災

 

組
織
だ
っ
た
防
災
の

訓
練
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。

 

避
難
所
が
遠
く
、
全
て

の
確
保
は
無
理
。

 

子
供
の
数
が
尐
な
く
な

っ
て
い
る
。

 

若
い
人
で
活
動
し
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
。

 

と
な
り
近
所
の
声
か
け

見
守
り
。

 

隣
近
所
の
つ
き
合
い

尐
な
い
。

 

非
協
力
的
な
人
も
多

い
。

 

旧
地
区
と
新
地
区
の

住
居
が
「
近
所
な
の
に

自
治
会
が
別
々
な
の

で
交
流
も
情
報
交
換

も
な
い
。

 

自
治
会
の
活
動
が
沈

滞
し
つ
つ
あ
る
。

 

自
治
会
や
め
る
人
が

ふ
え
て
き
て
い
る
。

 

地
域

活
動
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子
ど

も
 

気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ

う
、
公
園
の
掃
除
を
子

ど
も
会
や
自
治
会
活
動

と
し
て
。

 

子
育
て
し
た
す
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
な
ど
の
整

備
。

 

交
流

 と
な
り
近
所
の
つ
き
あ

い
の
充
実
。

 

集
会
所
を
利
用
し
て
高

齢
者
と
子
供
の
ふ
れ
あ

い
。

 

「
あ
な
た
が
必
要
で
す
」
と

誘
い
出
す
き
っ
か
け
づ
く

り
。

 

地
域
に
長
い
す
や
小
テ
ー

ブ
ル
な
ど
高
齢
者
の
休
憩

所
。

 高
齢

者
対

策
 

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
。

 

引
退
後
の
男
性
が
活
動
で

き
る
催
し
を
企
画
。

 

高
齢
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ｸ
作

り
。

 

児
童
館
が
欲
し
い
（
子

ど
も
と
老
人
の
交
流

に
）
。

 

自
治
会
を
通
し
て
の
集
ま

る
機
会
を
増
や
す
。

 

自
治
会
の
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
で
交
流
。

 

活
動

 

取
り
組
み

 

 

砂
川

小
区

２
 

 

 

利
便

性
 

地
域
ス
ー
パ
ー
で
電
話

注
文
を
し
て
配
達
し
て
も

ら
う
。

 

高
齢
化
の
対
策
の
た
め

誘
致
を
図
る
。

 

モ
ラ
ル
向
上
の
徹
底
を
自

治
会
等
を
通
じ
て
。

 

地
域
の
勉
強
会
で
向
上
を

図
る
。

 

マ
ナ

ー
 

地
域
が
協
力
し
合
っ
て
育

っ
て
行
く
。

 

隣
近
所
の
把
握
ん
も
為
に

も
ま
ず
挨
拶
。

 

個
人
の
モ
ラ
ル
意
識
を
高

め
る
。

 

地
域
で
使
え
る
駐
車
場

の
為
の
広
場
（有
料
で
）
。

 

街
灯
を
増
や
し
て
も
ら
う
。

 

子
ど
も
の
時
か
ら
マ
ナ
ー

を
！
！

 

出
張
の
買
物
店
を
開
く
。

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増

便
を
陳
情

 
但
し
利
用
。
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■
第

２
回

：「
地
域
の
良
い
点
・
課
題
に
つ
い
て

、
対

策
取

り
組

み
に

つ
い

て
」

 
 
 
 

日
時
：

８
月

2
5
日

(木
)
 
午
前

1
0
時
～

12
時
 
 
場
所
：

一
丘
中
学
校
 

  

特
別

 

行
政
の
早
急
な
回
答
。

 
行
政
の
答
え
が
お
そ
い
。

 

幼
稚

園
 

幼
稚
の
早
く

 
地
域
に
早

く
。

 

地
域
に
ま
か
せ
て
ほ
し
い
。

 

幼
稚
園
件
に
つ
い
て
早
く

解
答
を
し
て
下
さ
い
。

 

選
定
委
員
の
選
出
及
び
現

メ
ン
バ
ー
の
住
所
は
泉
南

市
は
何
人
か
。

 

新
家

小
区

１
 

 

 

パ
ト

ロ
ー

ル
 

地
域

 

青
パ
ト
、
他
地
域
の
方
が

回
っ
て
く
れ
て
い
る
が
回
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

 

中
学
校
前
の
信
号

 
地
域

で
一
丘
区
長
と
新
家
区
長

が
協
力
し
て
市
他
警
察
に

あ
げ
る
。

 

あ
い
さ
つ
運
動

 
親
（
お
と

な
）
か
ら
児
童
生
徒
に
あ
い

さ
つ
し
よ
う
！

 

駅
前
に
各
銀
行

 
Ａ
Ｔ
Ｍ
だ

け
で
も
欲
し
い
！

 

 
高
齢

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回
数

が
尐
な
い
。

 

民
生
委
員
を
中
心
に
地
区

福
祉
委
員
と
協
力
し
て
介

護
マ
ッ
プ
を
作
る
。

 

ル
ナ
り
ん
く
う
他

 
八
幡
山

の
地
域
の
老
人
の
為
の
買

物
事
情
。

 



108 

 

清
掃

 

新
家
幼
稚
園
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
（
子

育
て
サ
ロ
ン
、
高
齢
者
）。

 

幼
稚
園
（
２
園
）
の
使
用
方

法
の
答
え
早
く
出
し
て
下
さ

い
。

 

幼
稚

園
 

廃
校
幼
稚
園

 
早
く
答
を
出

し
て
ほ
し
い
。

 

（
新
家
南
、
新
家
）
 
廃
校

の
幼
稚
園
を
早
く
地
域
に

開
放
し
て
ほ
し
い
。

 

新
家
幼
稚
園
や
南
を
一
般

市
民
に
利
用
さ
せ
て
欲
し

い
。

 

廃
校
の
幼
稚
園
を
一
般
市

民
に
開
放
し
て
下
さ
い
。
新

家
幼
稚
園
、
新
家
南
幼
稚

園
 
園
庭
の
開
放
も
同
時

に
お
願
い
し
ま
す
。

 

犬
の
散
歩
時
の
ふ
ん
の
し

ま
つ
が
で
き
て
い
な
い
。

 

新
家
川
ぞ
い
の
ゴ
ミ
捨
て

（
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
）
。

 

新
家
川
の
清
掃

 
年
１
回

位
は
大
掃
除
が
必
要
。

 

駅
前
の
清
掃

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
を
多
く
！

 

上
池
、
下
池
周
辺
に
ゴ
ミ
を

捨
て
る
。
住
民
の
マ
ナ
ー

向
上
を
！

 

新
家

小
区

１
b
 

 

 

パ
ト
ロ
ー
ル

 

地
域

 

村
中
を
通
る
車
は
速
度
を

落
と
し
て
欲
し
い
。
幼
児
、

子
供
が
危
な
い
。

 

新
家
公
民
館

 
建
物
も
小

さ
い
が
駐
車
場
が
狭
い
。

 

駅
周
辺
の
交
通
マ
ヒ
（
時

間
帯
に
よ
る
が
）
。

 

老
人
会
館
の
ガ
ラ
ス
は
修

理
し
て
も
ら
っ
て
も
す
ぐ
こ

わ
さ
れ
る
。
遊
び
に
来
る
子

ど
も
に
ど
の
よ
う
に
注
意
す

る
の
か
。

 

中
学
校
前
の
点
メ
ツ
信
号

早
く
設
置
大
き
い
。

 
新
家
駅
前
に
銀
行
窓
口
が

な
く
不
便
。

 

地
域
で
話
し
合
う
場
が
な

い
。

 

小
学
校
の
登
下
校
時
の
あ

い
さ
つ

 
お
と
な
と
こ
ど
も
と

も
に
。

 

中
高
生
が
お
墓
で
遊
ん
で

い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願

い
し
た
い
（
真
夜
中
で
女
子

も
一
緒
に
）
。

 

小
学
生

 
登
校
時
の
見
守

り
が
さ
れ
て
い
る
（
良
い

事
）
。

 

 

公
園

 

高
齢

 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

 
よ
く
回

っ
て
く
れ
て
い
る
。

 

新
家
幼
稚
園

 
高
齢
者
の

為
に
つ
か
っ
て
ほ
し
い
。

 

新
家
駅
を
高
齢
者
が
歩
き

や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

 

閉
じ
こ
も
り
対
策

 
老
人
ク

ラ
ブ
へ
の
加
入
の
お
誘

い
。

 

高
齢
者
の
為
に
昼
食
の
は

い
ふ
。

 

介
護
保
険
に
つ
い
て
話
し

て
ほ
し
い
。

 

ル
ナ
・
り
ん
く
う
老
人
会
（
桜

会
）
へ
の
加
入
の
お
誘
い

方
法
を
お
し
え
て
ほ
し
い
。

 

買
い
物
ナ
ン
ミ
ン
の
時
が

来
そ
う
で
す
が
如
何
対
処

さ
れ
る
か
。

 

地
域
の
公
園
の
遊
具
に
つ

い
て
、
定
期
的
に
点
検
し
て

ほ
し
い
。
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道
路

 

高
齢
化
が
進
行
し
、
自
治

会
、
老
人
会
活
動
に
協
力

し
た
り
参
加
す
る
人
が
尐

な
い
。

 

隣
人
と
の
つ
き
あ
い
が
尐

な
く
、
あ
ま
り
か
か
わ
り
が

な
い
（
声
か
け
運
動
の
推

進
）
。

 

高
齢
者
問
題

 

地
域
住
民
の
高
齢
化

 
若

い
人
達
が
尐
な
い
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

 

通
学
道
路

 
イ
ト
ー
ピ
ア
か

ら
の
通
学
の
為
の
歩
道
が

途
切
れ
て
い
る
の
で
危

険
。
現
在
の
歩
道
も
「
さ
く
」

が
な
い
所
が
あ
り
危
険
。

 

住
宅
内
の
道
路
の
で
こ
ぼ

こ
で
つ
ま
づ
き
や
す
い
の
で

ほ
そ
う
等
し
て
ほ
し
い
。
い

ず
み
台
。

 

新
家
→
高
野
の
方
へ
の
道

が
暗
い
の
で
危
険
。

 

交
通
の
多
い
所
で
は
自
転

車
専
用
道
が
ほ
し
い
。

 

（
便
数
を
ふ
や
し
て
ほ
し

い
）
全
て
の
バ
ス
が
樽
井

駅
へ
行
く
が
、
中
間
で
リ
レ

ー
す
る
事
が
出
来
れ
ば
各

地
域
の
回
数
が
増
え
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
が
、
現
実

的
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
間

の
見
直
し
。
催
し
物
の
時

間
に
合
わ
せ
て
も
ら
え
る

と
・
・・

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回
数

を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。

 

各
地
域
の
便
数
を
ふ
や
す

為
に
中
央
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を

作
り
今
の
バ
ス
の
数
の
ま

ま
で
地
域
の
本
数
を
ふ
や

せ
な
い
か
？

 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を

正
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

 

い
ず
み
台
よ
り
奥
の
通
学

路
が
車
が
多
く
危
な
い
。
高

野
野
口
方
面
。

 

各
学
校
で
指
導
し
て
ほ
し

い
。

 

新
家

小
区

２
 

 

 

公
共

施
設

 環
境

 

世
代

間
交

流
 

幼
稚

園
跡

地
 

子
育
て
中
の
保
護
者
が
思

う
ほ
ど
子
供
に
目
を
向
け

て
い
な
い
。

 

子
供
を
持
つ
世
代
の
人
と

子
育
て
終
わ
っ
た
人
と
の

交
流
の
場
。

 

‘
子
供
達
に
地
域
の
目
を
’

と
思
う
が
、
む
や
み
に
声
か

け
で
き
な
い
現
実
。

 

公
民
館
の
ト
イ
レ

 
洋
式
が

１
つ
あ
れ
ば
足
の
痛
い
人

に
良
い
。
現
在
の
新
家
公

民
館
の
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ

は
１
つ
は
木
の
つ
っ
か
け

 

な
の
で
す
ご
く
す
べ
り
易
い

の
で
改
善
を
。

 

公
民
館
の
駐
車
場
の
（
新

設
）
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

新
家
幼
稚
園
の
園
庭
を
も

う
尐
し
上
手
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

 

あ
い
ぴ
あ
―
使
用
で

 
高
齢
の
方

が
カ
ラ
オ
ケ
に
行
か
れ
る
が
い
つ
も

の
顔
な
じ
み
の
方
が
占
領
し
て
入
っ

て
い
っ
て
も
カ
ラ
オ
ケ
の
予
約
も
入

れ
て
く
れ
な
く
て
楽
し
み
が
な
い
と

い
う
高
齢
の
方
が
ぼ
や
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

ス
カ
イ
シ
テ
ィ
オ
ー
ク
ワ
ま

で
の
（
―
岡
神
社
横
）
道
路

両
端
の
草
が
茂
り
見
え
に

く
く
危
な
い
。

 

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇

の
花
、
苗
木
取
ら
れ
る
の

で
か
く
し
カ
メ
ラ
で
も
設
置
し

て
ほ
し
い
。

 

１
日
幼
稚
園
が
そ
の
ま
ま

で
草
な
ど
で
あ
ふ
れ
て
い

る
。

 

い
つ
で
も
、
つ
ど
い
あ
い
が

で
き
る
集
会
所
の
活
用
が

あ
る
と
よ
い
と
思
う
。

 

新
家
南
幼
稚
園
、
新
家
幼

稚
園
の
後
の
使
用
方
法
、

例
え
ば
子
育
て
支
援
に
使

う
と
か
、
老
人
対
象
の
い
こ

い
の
家
の
要
な
事
に
使
う

こ
と
が
あ
き
家
に
し
て
お
く

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

 

幼
稚
園
の
使
い
方
（
跡

地
）
。

 

子
供
サ
ポ
ー
ト
を
自
分
の

ち
か
く
の
中
で
出
来
る
場

所
が
ほ
し
い
の
で
は
？

 

老
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
合

い
場
所

 
自
由
に
出
入
出

来
る
様

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

当
番
制
に
す
る
。

 
子
育
て
済
ん
だ
人
が
立
っ

た
り
し
て
の
手
伝
い
は
で
き

る
。

 

市
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
き

く
（
施
設
に
つ
い
て
）
。

 

 

青
尐
年

 

個
人
情
報

 

新
家
川

 

個
人
情
報
重
視
と
情
報
の

共
有
の
難
し
さ
。

 

独
居
老
人
が
増
え
て
い
る

が
な
か
な
か
介
入
が
む
つ

か
し
い
。

 

個
人
情
報
の
せ
い
も
あ
る

が
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
情

報
が
取
り
に
く
い
。

 

新
家
川
に
プ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
ゴ

ミ
が
多
い
の
で
、
府
、
市
の
管
か
つ

に
か
か
わ
ら
ず
、
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
出
来
た
ら
と
思
う
。

 

子
供
達
の
あ
い
さ
つ
の
言

葉
が
は
ね
か
え
っ
て
こ
な

い
。
学
校
で
の
指
導
も
よ
ろ

し
く
。

 

中
地
区
の
墓
地
の
休
け
い

所
に
学
生
が
た
む
ろ
し
て

い
る
時
が
あ
り
、
又
落
書
き

等
々
し
て
い
る
の
で
対
象

法
い
か
に
す
れ
ば
い
い

か
。

 

青
尐
年
指
導
員
に
情
報
を

提
供
す
る
。

 

派
出
所

 
学
校
に
常
時
連

絡
、
見
守
り
の
強
化
た
の

む
。

 

緑
地
が
多
く
、
環
境
を
守
っ

て
ゆ
く
負
担
が
大
き
い
。

 

集
会
所
に
て
老
人
体
操
や

（
老
人
対
象
）
健
康
に
関
す

る
お
話
や
頭
の
体
操
等
を

や
っ
て
い
る
が
参
加
者
が

尐
な
い
の
で
、
も
っ
と
参
加

出
来
る
方
法
は
な
い
か
？

 

高
齢
者
の
人
生
経
験
な
ど

を
知
る
広
げ
る
場
が
ほ
し

い
。
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ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

犬
の
フ
ン
の
始
末
が
出
来

て
い
な
い
。

 

マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
ゴ
ミ
箱
か

ら
資
源
ゴ
ミ
を
夜
中
に
持
ち

出
す
人
が
い
る
。
対
策

は
？

 

マ
ナ

ー
 

行
政

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
紹
介

（
セ
ン
タ
ー
活
用
）
。

 

困
っ
た
時
に
相
談
す
る
人

が
わ
か
ら
な
い
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
増
え

て
こ
な
い
。

 

民
生
委
員
の
活
用
。

 

新
家
公
民
館
の
駐
車
場
が

狭
い
。

 

下
水
道
整
備
が
遅
い
（
行

政
）
（
高
齢
者
家
庭
が
増
え

て
感
心
が
遠
の
く
）
。

 

幼
稚
園
の
跡
地
の
利
用
。

 
泉
南
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

放
送
（
防
災
放
送
が
き
こ
え

な
い
）
。

 

防
災

 
（

充
実

へ
進

行
中

）
 

駐
車
場

 
防
災
拠
点
。

 
地
域
で
の
防
犯
・
防
災
も

充
実
し
て
き
て
い
る
。

 

団
地
が
小
さ
く
、
比
較
的
う

ま
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
（
東
和

苑
）
 

防
災
支
援
マ
ッ
プ
の
作

成
。
個
人
情
報
の
課
題
あ

り
。

 

子
ど

も
の

安
全

 
（

よ
く

で
き

て
い

る
）

 

子
育
て
サ
ロ
ン
も
充
実
し
て

い
る
。

 

子
供
の
見
守
り
に
取
組
ん

で
い
る
。
・
パ
ト
ロ
ー
ル
、
・

通
学
路
。

 

子
供
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が

充
実
し
て
い
る
。

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
以
外
の

交
通
手
段
が
な
い
。
車
が

な
い
と
市
役
所
が
遠
い
（
く

感
じ
る
）
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

 

高
齢

者
 

地
域
で
の
声
か
け
。

 

閉
じ
こ
も
り
対
策
、
高
齢

者
。

 

日
常
で
老
人
が
集
ま
る
と

こ
ろ
が
ほ
し
い
。

 

老
人
会
の
名
称
を
変
え

る
。

 

防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
災
害
が
尐
な
い
。

 

停
留
所
の
増
加
（
自
由
乗

り
降
り
）
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー

ト
を
泉
佐
野
に
も
走
ら
せ
て

も
ら
い
た
い
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
し

て
の
活
動
を
育
成
・
支
援
。

 

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
を
近
所

の
人
達
が
助
け
合
っ
て
い

る
。

 

高
齢
者
問
題
を
若
い
人
が

ど
う
さ
さ
え
る
か
。

 

１
人
暮
し
が
増
え
て
い
る

（
増
々
）。

 

生
き
が
い
対
策
支
援
。

 

買
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
。

 

新
家

東
小

区
 

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
数
、
コ

ー
ス
が
分
か
り
に
く
い
。

 

イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

乗
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

 

南
海

 
羽
倉
駅
と
つ
な
い
で

欲
し
い
。
―
Ｊ
Ｒ
新
家
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
コ
ー

ス
を
逆
送
し
て
欲
し
い
。

 

買
物

 

高
齢
者
の
買
い
物
や
外
出

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

 

高
齢
者
で
買
い
物
（
日
常

の
）
が
困
難
に
な
っ
て
い

く
。

 

お
年
よ
り
の
人
が
買
物
に

困
っ
て
い
る
。

 
サ
ン
グ
リ

ー
ン
。

 

 
公
園

 

街
路
樹
を
植
え
る
（市
）。

 
屋
根
付
き
休
け
い
所
の
設

置
（市
）。

 

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

 

公
園
の
中
で
座
っ
て
休
け

い
す
る
場
所
が
な
い
。
屋

根
付
で
（楠
台
）
 

楠
木
台
の
公
園
内
に
屋
根

付
ベ
ン
チ
が
あ
れ
ば
う
れ
し

い
。
（楠
木
台
）
 

街
灯
の
な
い
場
所
は
各
家

庭
の
門
灯
に
頼
っ
て
い
る
。

 

街
路
樹
が
ほ
し
い
（
歩
道

が
あ
る
の
で
）
 
サ
ン
グ
リ

ー
ン
。

 

歩
道
に
気
を
植
え
て
夏
は

か
げ
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
ベ
ン
チ
も

ほ
し
い
。

 
サ
ン
グ
リ
ー
ン
。

 
公
園
の
整
備
・
清
掃
を
取
り

組
ん
で
い
る
。

 

新
家
駅

 

わ
か
り
や
す
く
表
示

し
て
ほ
し
い
。

 

新
家
駅
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
し
て
も

ら
い
た
い
。

 

新
家
駅
の
踏
切
を

高
架
に
し
て
ほ
し

い
。

 

新
家
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
ほ
し
い
。

 

新
家
駅
の
踏
切
の

か
い
ぜ
ん
を
考
え

て
ほ
し
い
。

 

駅
前
の
ゴ
ミ
が
多

い
。

 

自
転
車
置
き
場
が

尐
な
い
。

 

自
転
車
・
車

 

路
上
駐
車
が
多
く
て
も
っ
と

も
っ
と
取
り
締
ま
っ
て
ほ
し

い
。

 

地
域
で
の
交
通
指
導
。

 

自
転
車
の
逆
走
が
多
く
マ

ナ
ー
が
悪
い
の
が
目
立

つ
。
地
域
で
乗
り
方
の
指

導
な
ど
や
っ
て
ほ
し
い
。

 

自
転
車
の
乗
り
捨
て
が
多

い
。

 

情
報

 

市
報
の
充
実

 
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
。

 

福
祉
に
関
す
る
行
政
の
事

業
等
に
つ
い
て
の
情
報
が

…
わ
か
り
に
く
い
。

 

地
区
の
取
り
組
み
の
情
報

提
供
が
尐
な
い
。

 
福
祉
に
関
す
る
行
政
の
事

業
等
に
つ
い
て
の
情
報
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
（
一
部

の
人
の
み
）
 

福
祉
に
関
心
が
あ
っ
て
も

参
加
し
に
く
い
。

 

新
家
駅
へ

 
改
札

を
の
ぼ
り
に
も
付
け

て
ほ
し
い
。

 



111 

 

海
洋
の
ゴ
ミ
の
始
末
。

 
路
上
の
駐
車
違
反
。

 

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
の
ゴ
ミ
の

整
理
。

 

草
刈
り
な
ど
、
地
域
の
美

化
活
動
が
あ
ま
り
活
発
で

な
い
。

 

マ
ナ

ー
 

施
設

の
整

備
 

課
題

 

公
園
の
環
境
を
完
璧
に
。

 
老
人
集
会
所
の
修
理

 

ト
イ
レ
を
洋
式
に
し
て
ほ
し

い
。

 

小
、
中
学
校
に
洋
式
ト
イ
レ

が
な
い
。

 

公
園
の
遊
ぎ
具
の
メ
ン
テ
。

 

施
設

の
整

備
 

政
治
家
の
ポ
ス
タ
ー
が
や

た
ら
目
に
つ
く
。

 

政
治
家
の
ポ
ス
タ
ー
が
や

た
ら
目
に
つ
く
。

 

生
活

環
境

 

西
信

達
１

 

 

 
場
所

 

安
全
性
の
確
保

 

災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
う
場
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。

 

お
歳
よ
り
が
つ
ど
え
る
場

が
な
い
。

 

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
の
不
足
。

 

防
災
の
放
送
の
声
が
聞
こ

え
に
く
い
。

 

地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
不
十
分
。

 

空
家
が
多
く
、
防
犯
防
災

が
心
配
。

 

地
域
の
福
祉
関
係
の
横
の

つ
な
が
り
が
な
い
。

 

小
学
生
の
通
学
路
の
安
全

確
保
。

 

 

地
域
の
つ
な
が
り

 

良
い

 

お
祭
り
を
中
心
と
し
て
地
域

の
つ
な
が
り
が
あ
る
。

 

新
し
い
住
宅
地
が
増
え
、

旧
地
域
と
の
交
流
も
増
え

て
き
て
い
る
。

 

子
育
て
支
援
活
動

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

 
・
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
。

 

未
就
園
児
童
を
持
つ
親
子

へ
の
支
援
と
し
て
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
に
し
し
ん

っ
子
広
場
が
あ
る
。
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あ
い
さ
つ

 

地
域
、
相
互
の
あ
い
さ
つ
、

声
の
か
け
あ
い
、
運
動
。

 

あ
い
さ
つ

 
声
の
か
け
あ

い
。

 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

 

行
政
へ
の
要
望

 
環
境
の
美
化

 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
夫
婦
世

帯
の
見
守
り
。

 

地
域
の
福
祉
関
係
合
同
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
実

施
。

 

美
化
活
動
日
を
設
定
す

る
。

 

市
役
所
の
出
張
所
。

 

公
園
の
草
刈
り
。

 

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式

化
を
地
域
住
民
の
手
で

（
寄
付
な
ど
で
）
ま
っ
た
な

し
！
！

 

海
洋
の
ゴ
ミ
の
処
理
。

 

公
園
や
河
川
に
立
看
板
。

 

信
号
の
む
き
を
改
善
し
て

欲
し
い
。

 

 

地
域
で
の
行
事
（
運
動
会
、

発
表
会
、
祭
、
盆
踊
等
）
で

の
交
流
の
促
進
。

 

地
域
交
流
の
場
と
し
て
旧

幼
稚
園
の
場
所
の
活
用
。

 

交
流
の
促
進

 

子
ど
も
の
安
全

 
意
識
向
上

 

パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
増
員

 
安

心
安
全
の
意
識
を
高
め
、

地
域
の
目
を
増
や
す
。

 

子
供
の
下
校
時
間
に
あ
わ

せ
て
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

す
る
。

 

大
人
が
見
本
を
子
ど
も
達

に
見
せ
れ
る
よ
う
に
モ
ラ
ル

を
意
識
し
て
活
動
す
る
。

 

取
り
組
み

 
西

信
達

小
区

２
 

 



113 

 

組
織

 
マ

ナ
ー

 

商
店
街
内
で
遊
ん
で

い
る
子
ど
も
達
の
マ
ナ

ー
が
悪
い
。

 

子
供
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
が
な
い
（消
極
的

す
ぎ
）
。

 

公
園

 
犬
、
ね
こ
（
ふ

ん
）

 
マ
ナ
ー
が
悪

い
。

 

幼
、
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
や

っ
て
い
る
廃
品
回
収

の
新
聞
紙
や
空
カ
ン

な
ど
勝
手
に
持
っ
て

行
く
人
が
い
る
（
泉
佐

野
、
つ
る
原
）
来
て
い

る
。

 

放
課
後
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
べ
き
。
学
校

の
職
員
も
交
え
て
地

域
で
。

 
マ
ナ
ー
の
乱
れ
。

 

犬
の
フ
ン
が
歩
道
に

落
ち
て
い
た
り
す
る
の

で
学
校
に
行
く
時
に
子

供
が
踏
ん
だ
り
し
て
困

っ
て
い
ま
す
。

 

Ｕ
Ｒ
の
賃
貸
条
件
の

改
正

 
要
求

 
 

犬
の
ふ
ん
処
理
。

 
自
転
車
整
理
（
放

置
）
。

 
地
域
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
商
店

街
を
夏
休
み
な
ど
見

ま
わ
り
を
す
る
。

 

泉
南
市
役
所
担
当
員

が
考
え
に
封
建
的
（
古

い
）
。

 

一
丘
団
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
作
る
。

 

一
丘
区
と
一
丘
自
治

会
の
関
係
性
が
良
く

わ
か
ら
な
い
。
連
帯
感

が
な
い
よ
う
に
思
う
。

 

一
丘
団
地
公
園
整
備

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
泉
南

市
共
同
で
行
う
。

 

一
丘
区
の
存
在
が
不

明
確
。

 

市
、
Ｕ
Ｒ
、
民
間
土
地

の
区
分
が
分
か
ら
な

い
。

 

泉
南
市
立
病
院
が
な

い
の
が
不
満
。

 

（
病
院
）
 
泉
南
市
役

所
へ
要
請
。

 

道
路
補
修
の
カ
ン
カ
ツ

が
不
明
。

 

昼
間
に
街
灯
が
つ
き

っ
ぱ
な
し
多
い
（3

2
棟

前
）
。

 

市
内
循
環
バ
ス
の
利

用
が
不
便
。

 

（
バ
ス
）
 
泉
南
市
役

所
へ
改
善
要
望

を
！
！

 

整
備

 

マ
ナ
ー
推
進
委
を
置

く
。

 
一
丘
団
地
内
が
ひ
と

つ
に
な
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

 

一
丘

小
区

 

 
 

公
園

 

高
齢
者

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

表
札
が
尐
な
い
。

 
組
織
団
体
等
の
横
の

つ
な
が
り
が
な
い
。

 

都
市
機
構
、
自
治
会
、

そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

重
複
事
頄
が
な
い
の

で
は
？

 

小
、
中
学
校
と
地
域

の
つ
な
が
り
が
一
部
し

か
な
い
。
情
報
が
尐

な
い
た
め
、
地
域
か
ら

理
解
さ
れ
に
く
い
。

 
人
的
、
物
的
資
源
を

有
効
に
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
。

 

人
と
人
の
つ
な
が
り
が

希
薄
。
あ
い
さ
つ
が
尐

な
い

 

高
齢
者
の
情
報
が
入

り
に
く
い
。

 

高
齢
者
等
の
情
報
を

引
き
出
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
。

 

お
と
し
よ
り
の
方
が
暮

ら
し
て
い
て
、
こ
ま
っ
て

い
る
事
な
ど
な
い
の

か
、
気
に
な
る
。

 

高
齢
者
の
集
会
が
複

雑
。

 

住
民
の
声
を
聞
く
受

皿
が
な
い
（
統
一
性
、

連
携
が
な
い
）
。

 

受
皿
と
な
る
組
織
を
作

る
 
・
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
・
そ
の
他
（
他
と

の
交
渉
窓
口
）
。

 

子
供
の
遊
び
場
が
多

い
。

 

緑
が
多
い
。

 

大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
良
い
市
で
あ

る
。

 

各
団
体
等
は
個
別
に

は
大
変
熱
心
で
あ
る
。

 

緑
が
多
い
の
は
よ

い
。

 

緑
が
多
く
、
公
園
な
ど

も
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。

 

団
地
内
は
あ
ま
り
車

が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て

走
っ
て
い
な
い
の
で

安
心
で
あ
る
。

 

公
園
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
子
供
の
遊
び
場

に
は
困
ら
な
い
。

 

緑
 

勝
手
に
気
の
枝
を
折

っ
た
り
、
切
っ
た
り
し
な

い
。

 

一
丘
団
地
公
園
草
引

き
、
草
刈
。

 

そ
の
他

 

各
団
体
の
合
同
会
議

を
設
定
す
る
。

 

住
民
の
自
由
な
声
を

聞
く
箱
設
置
（
適
当

数
）
。

 

街
灯
の
カ
ン
カ
ツ
住
民

へ
の
連
絡
。

 

Ｕ
Ｒ
が
主
体
と
な
り
、

巡
廻
す
る
。
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■
第

３
回

：「
地
域
の
良
い
点
・
課
題
に
つ
い

て
、

対
策

取
り

組
み

に
つ

い
て

」
 
 
 
 

日
時
：

８
月

26
日
(金

)
 
午
前

1
0
時
～

12
時

 
 
場
所
：

泉
南
市
役
所
 

（
泉
南
中
学
校
区
）
 

  

マ
ナ

ー
 

美
し
い
自
然
・海
山
。

 
世
代
間
交
流
が
で
き
て
い

る
。

 

よ
い

と
こ

ろ
 

祭
り
、
地
域
が
つ
な
が
っ
て

い
る
。

 

街
灯
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い

る
。

 

子
育
て
サ
ロ
ン
の
利
用
者

が
増
え
て
き
た
。

 

安
全

 
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車

に
よ
る
子
供
の
見
守
り

 
不

審
者
尐
な
く
な
っ
た
。

 

地
域
の
人
と
子
供
達
と
の

交
流
が
多
く
有
る
。

 

地
域
で
子
ど
も
の
見
守
り

が
で
き
て
い
る
（
小
学
校
区

の
下
校
時
）
。

 

ペ
ッ
ト
の
散
歩
の
時
の
マ

ナ
ー
が
悪
い
（
犬
の
フ

ン
）。

 

中
高
生
マ
ナ
ー

 
タ
バ
コ
他

 

犬
の
ふ
ん

 
ペ
ッ
ト
の
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
。

 

地
域
で
指
導
者
を
育
成
す

る
。

 

雄
信

小
区

１
 

 

 
住

民
と

福
祉

の
関

係
 

地
域
福
祉
に
関
し
て
あ
ま

り
良
く
分
か
ら
な
い
。

 

地
区
福
祉
活
動
に
協
力
者

尐
な
い
。

 

集
合
住
宅
と
の
か
か
わ
り

が
わ
か
ら
な
い
。

 

各
団
体
の
サ
ー
ク
ル
等
の

参
加
が
あ
る
が
、
地
区
福

祉
活
動
の
参
加
者
が
尐
な

い
。

 

高
齢
者
世
帯
が
多
く
な
り
、

福
祉
委
員
民
主
委
員
で
声

か
け
訪
問
が
で
き
に
く
い
。

 

昔
の
隣
組
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
う
す
れ
て
。

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
積
極

的
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
各

種
団
体
の
努
力
。

 

福
祉
に
関
す
る
情
報
を
早

く
わ
か
り
や
す
く
住
民
に
。

 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

情
報
交
換
。

 

施
設

整
備

 

雄
信
地
区
は
公
民
館
が
尐

な
い
の
で
、
公
民
館
又
は

そ
れ
に
準
ず
る
施
設
が
ほ

し
い
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
尐
な

い
し
、
バ
ス
停
が
遠
い
。

 

学
校
の
運
動
場
の
開
放
し

て
ほ
し
い
（無
料
）
。

 

市
民
病
院
が
な
い
の
で
、

休
日
、
夜
間
の
診
療
時
に

困
る
。

 

 
交

通
安

全
 

道
路
脇
の
草
が
気
に
な

る
。

 

小
学
校
の
登
校
路
に
キ
ケ

ン
な
所
が
あ
る
の
で
心
配

で
す
。

 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を

高
齢
者
及
び
子
ど
も
に
教

え
る
。

 

歩
道
の
整
備
が
で
き
て
い

な
い
の
で
、
歩
行
者
が
歩

き
に
く
い
。

 

通
学
路
遠
い

 
車
に
通
行

多
く
キ
ケ
ン
。

 

子
ど
も
の
自
転
車
に
て
あ

そ
び
が
あ
ぶ
な
い
。

 

公
園

整
備

 

子
ど
も
遊
ん
で
い
な
い
。

 
公
園
が
尐
な
い
。

 

公
園
の
草
等
生
い
茂
っ
て

い
る
の
で
管
理
の
仕
方
を

考
え
て
ほ
し
い
。

 

そ
の

他
 

情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
。

 

権
利
と
主
張
と
義
務
の
遂

行
を

 
口
よ
り
手
足
。

 

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
収
集

時
間
等
き
め
て
ほ
し
い
。

 

子
ど
も
会
が
衰
退
し
て
き
て

い
る
。

 

環
境

 

川
が
汚
い
。

 
男
神
社
、
浜
の
宮
等

 
区

民
の
い
こ
い
の
場
の
有
効

利
用
。

 

地
域
（
住
民
）
で
で
き
る
事

は
す
る
（
草
刈
、
公
園
の
管

理
、
川
の
清
掃
）。

 

男
里
川
が
だ
い
ぶ
き
れ
い

に
な
っ
た
が
、
ま
だ
き
た
な

い
の
で
整
備
し
て
ほ
し
い
、

樫
井
川
み
た
い
に
。
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公
園

の
整

備
が

で
き

て
い

な
い

（
ソ

フ
ト

）
 

市
街

地
の

活
性

化
 

居
場

所
づ

く
り

 

地
位

活
動

へ
の

参
加

 

団
体
に
所
属
し
な
い
人

が
結
集
し
に
く
い
（
例
．

青
パ
ト
）
。

 

若
い
世
代
の
方
た
ち
の

参
加
が
尐
な
い
。

 

地
域
意
識
が
強
い
。
旧

町
民
、
新
町
民
。

 

子
供
会
が
な
い
。

 

広
報
活
動

 
・
掲
示

板
 
・
募
集
チ
ラ
シ
配

布
 
活
動
の
広
報
。

 

地
域
の
行
事
に
い
ろ
い

ろ
参
加
す
る
方
が
よ

い
。

 

情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
、
発
信
す
る
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化

 
地
域
情
報
の

発
信
方
法
。

 

公
園
の
清
掃
は
地
区

で
毎
日
、
日
を
決
め
て

清
掃
を
す
る
し
か
な
い

と
思
い
ま
す
。

 

公
園
が
き
た
な
い
。

 
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る

人
が
フ
ン
を
拾
わ
な
い

人
も
多
い
。

 

公
園
の
管
理
は
各
自

治
会
等
が
協
力
し
て
は

ど
う
か
。

 

公
園
に
自
転
車
が
よ
く

放
置
さ
れ
て
い
る
。

 
公
園
の
犬
の
フ
ン
等
と

ら
な
い
で
帰
る
人
も
い

る
。

 

末
就
園
の
親
子
の
居

場
所
が
樽
幼
開
園
に

伴
い
な
く
な
っ
た
。

 

障
が
い
を
か
か
え
る
方

た
ち
の
集
う
場
、
行
き

場
が
尐
な
い
。

 

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
出
来
て
な
い
。

 

商
店
街
が
ス
イ
タ
イ
し

て
い
る
。
地
域
で
買
物

す
る
所
が
な
い
。

 

と
も
か
く
出
会
い
の
場

を
、
機
会
を
つ
く
る
（
イ

ベ
ン
ト
よ
り
日
常
的

に
）
。

 

公
園
の
イ
ス
整
備
す
る

と
み
ん
な
が
憩
え
る
。

 

中
高
生
の
居
場
所
作

り
、
―
学
校
と
の
連
携

（
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど

に
高
齢
者
に
来
て
も
ら

う
）
。

 

リ
タ
イ
ヤ
組
の
取
り
込

み
、
参
加
出
来
る
仕
組

作
り
、
奥
さ
ん
の
あ
と

お
し
。

 

地
域
と
し
て
広
す
ぎ

る
。

 

 

子
供
の
登
下
校
時
の

見
守
り
が
主
体
的
に
と

り
く
ま
れ
て
い
る
。
人
数

が
尐
な
い
。

 

 

２
丁
目
ミ
ズ
ホ
公
園
の

清
掃
が
ゆ
き
届
き
き
れ

い
で
す
。
な
の
で
人
が

憩
う
場
所
に
な
っ
て
い

る
。

 

子
ど

も
た

ち
の

育
つ

環
境

 

各
種

団
体

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

で
き

て
き

た
 

４
丁
目

 
小
学
校
の
近

く
で
は
子
ど
も
達
が
に

ぎ
や
か
に
外
遊
び
を
し

て
い
る
。

 

盆
踊
り
、
秋
祭
り
な
ど
、

伝
承
文
化
が
残
っ
て
い

る
。

 

福
祉

委
員

の
主

体
性

 

時
間

が
わ

か
る

よ
う

に
な

っ
た

 

夕
方
の
放
送
が
入
る
よ

う
に
な
り
、
時
間
が
わ

か
り
や
す
く
な
っ
た
。

 

福
祉
委
員
が
自
ら
「
や

ろ
う
」
と
思
う
人
が
活
動

し
て
い
る
。

 

青
パ
ト
を
各
種
団
体
で

と
り
く
む
こ
と
に
よ
り
、

人
と
が
つ
な
が
っ
て
い

る
。

 

青
パ
ト
が
巡
回
し
て
く

れ
て
い
て
、
子
供
の
見

守
り
を
し
て
い
た
だ
い

て
「
く
れ
て
い
る
。

 

山
之
井
ネ
ッ
ト
が
立
ち

上
が
り
、
区
、
老
人
会
、

婦
人
会
、
民
生
、
福
祉

が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ

け
た
（
山
之
井
サ
ロ
ン

運
営
）
。

 

独
居
老
人
の
見
守
り
を
し
て
い
る
の
で
す
が

7
0
才

以
上
で
も
と
っ
て
も
元
気
な
の
で
も
う
尐
し
年
齢
を
あ

げ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ

れ
健
康
さ
は
違
う
と
思
う
ん
で
す
が
。

 

近
所

の
つ

な
が

り
よ

い
 

中
学
校
に
近
い
為
、
ウ

家
の
前
を
通
る
中
学
生

に
朝

<
お
は
よ
う

>
の
声

か
け
な
ど
す
る
と
意
外

と
返
事
が
返
っ
て
く
る
。

 
自
分
が
住
ん
で
い
る
自

治
会
は
充
実
し
て
い
て

隣
近
所
助
け
合
っ
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

 

ご
近
所
仲
が
良
い
為
、

子
供
さ
ん
の
名
前
を
だ

い
た
い
知
っ
て
い
る
方

が
多
い
。

 

今
住
ん
で
い
る
所
は
１

部
の
人
で
す
が
、
と
て

も
仲
が
よ
く
て
、
お
年

寄
り
の
人
の
心
配
を
し

た
り
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

 

一
人
一
人
が
見
守
り
の

意
識
が
強
い
。

 

よ
い

と
こ

ろ
 

樽
井

小
区

１
 

 

 

中
高

生
の

マ
ナ

ー
が

悪
い

 

道
路

の
環

境
整

備
 

高
校
の
近
く
な
の
で
、

登
下
校
の
時
に
生
徒

が
道
に
広
が
っ
て
歩
い

て
い
る
。

 

中
学
生
の
自
転
車
の

マ
ナ
ー
が
悪
い
。

 

授
業
中
な
の
に
生
徒

が
公
園
で
遊
ん
で
い

る
。

 

公
園
で
の
中
学
生
の

遊
び
方
マ
ナ
ー
が
悪

い
。

 

中
・
高
校
生
が
タ
バ
コ

を
吸
っ
て
い
る
の
を
見

か
け
る
。
ど
こ
で
買
え

る
の
か
。

 

夏
休
み
中
、
公
園
に
中

学
生
男
女
が
来
て
く
っ

つ
い
て
い
る
の
で
近
所

の
子
供
達
も
外
に
出
づ

ら
い
。

 

高
校
生
が
道
い
っ
ぱ
い

に
広
が
っ
て
登
下
校
。

 

自
治
会
に
て
駐
車
し
て

は
い
け
な
い
場
所
に
車

を
止
め
て
い
る
の
で
毎

月
回
覧
す
る
が
き
き
め

が
な
い
。

 

住
宅
街
の
細
い
道
で

あ
り
な
が
ら
自
動
車
の

ス
ピ
ー
ド
が
気
に
な

る
。

 

樽
井
地
区
か
ら
新
家
保
育
所
に
行
っ
て
い
る
ん
で

す
が
新
家
と
は
だ
い
た
い
道
が
狭
い
ん
で
す
。
そ
れ

な
の
に
路
上
に
車
、
洗
濯
物
迄
干
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
そ
れ
を
植
木
（
カ
イ
ヅ
カ
）
が
道
路
に
垂
れ
下
が

っ
て
い
る
家
が
多
い
。

 

悪
い
（
マ
ナ
ー
に
関
し

て
）
中
、
高
生
の
考
え

方
と
か
聞
き
た
い
。
そ

の
上
で
親
、
子
供
、
地

域
が
ひ
と
つ
に
な
る
？

 
高
校
生
の
登
下
校
は

学
校
で
見
守
っ
て
い
た

だ
く
し
か
な
い
と
思
う
。

 

悪
い

と
こ
ろ
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施
設

 

公
園

 

防
災
訓
練
な
い
。

 
交
流

 
年
代
別
に
な
っ
て

い
る
。

 

地
域

 

外
国
人
に
対
す
る

 
・
日
本

語
教
育

 
・
交
流
（
小
学

校
、
保
育
所
）
あ
る
。

 

子
供
に
対
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

 

顔
見
知
り
以
外
の
方
と
は

あ
い
さ
つ
し
な
い
。

 

情
報
を
き
め
細
か
く
伝
達
し

て
ほ
し
い
。

 

皆
様
と
よ
く
話
合
が
出
来

る
。

 

一
人
一
人
み
ん
な
が
お
互

い
に
声
か
け

 
・
子
供

 
・

年
寄
り

 
世
代
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

の
交
流
の
場
。

 

古
い
地
域
の
方
は
連
絡
が

取
れ
て
い
る
。

 

と
な
り
近
所
の
交
流
が
よ

い
。

 

近
所
づ
き
あ
い
が
尐
な
く
、

誰
が
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。

 

新
し
く
住
ん
だ
人
達
に
よ
る

交
流
が
尐
な
い
。

 

地
域
の
各
種
役
員
だ
け
で

な
く
、
み
ん
な
子
供
や
年
寄

り
な
ど
交
流
見
周
り
し
て
ほ

し
い
。

 

地
位
行
事
の
広
報
活
動

 

ポ
ス
タ
ー
、
地
域
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

 
等
活

用
。

 

地
域
で
の
取
り
組
が
区
民

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

 

子
供
達
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

交
流
。

 

（
悪
）
公
園
が
も
う
尐
し
き
れ

い
に
な
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

 

公
園
等
の
清
掃
が
い
き
と

ど
い
て
い
る
。

 

交
流
サ
ロ
ン
「
ほ
し
ぞ
ら
」
 

食
事
も
で
き
る
。

 

建
物
が
あ
る
の
に
活
用
し

て
い
な
い
。

 

公
民
館
が
ほ
し
い
。
旧
鳴

滝
幼
稚
園
、
ー
小
学
校
。

 

営
利
目
的
の
意
識
。

 

空
地
利
用
－
集
会
所
－
近

く
（
駐
車
場
）
 

公
民
館

 
旧
鳴
滝
幼
稚

園
、
第
一
小
学
校
を
使
用

す
る
。

 

集
会
所
開
放
。

 

地
域
の
中
に
ゴ
ミ
箱
の
設

置
。

 

鳴
滝

小
区

１
 

 

 
地
域
活
動
を
広
く
知
ら
せ

る
。

 

中
学
校
、
小
学
校
、
保
育

所
、
幼
稚
園

 
交
流
深
め

る
。

 

一
般
に
対
す
る
フ
ァ
ミ
リ
―

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
使

う
。

 

 
高

齢
者

 

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が

保
、
幼
、
小
中
学
校
訪
問
、

昔
遊
び
な
ど
教
え
る
。

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
。

 

ほ
し
ぞ
ら
の
食
事
会
に
新

し
い
人
が
行
き
や
す
く
！

 

高
齢
者
の
集
る
「
ほ
し
ぞ

ら
」
も
毎
回
来
る
人
が
決
ま

っ
て
い
て
他
の
人
は
行
き

づ
ら
い
。

 
保
幼
。
小
中
学
校
が
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
見
学
体

験
 

 
・
介
護
に
つ
い
て
同

居
家
族
が
減
っ
て
き
て
い

る
。

 

高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
の
地

域
が
多
い
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

声
か
け

 
個
人
情
報
と
の

兼
あ
い
。

 

元
気
教
室
な
ど
の
開
さ
い

で
老
人
が
元
気
。

 

総
合
窓
口
（
相
談
）
（
自
分

の
相
談
し
た
い
事
ど
こ
に

そ
う
だ
ん
し
た
ら
良
い

か
？
）
 

総
合
相
談
窓
口
ほ
し
い
。

 

安
心
し
て
外
出
で
き
る
道

路
整
備
。

 

 
マ
ナ
ー

 

あ
い
さ
つ
運
動
は
こ
ん
き

が
い
る
。

 

小
学
校
の
校
門
ま
で
車
で

送
っ
て
く
る
母
親
が
多
い
。

止
め
て
ほ
し
い
。

 

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
が
悪

い
。

 

日
頃
の
声
か
け
あ
い
さ
つ

を
続
け
る
。

 

夜
間
の
駐
車
イ
ハ
ン
が
多

い
。

 

あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
（
で

き
て
い
な
い
）
 

犬
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
ほ
し
い
。
玄
関
先
に
さ

れ
る
と
イ
ヤ
で
す
。

 

不
法
駐
車
が
多
い
。

 

未
成
年
者

 
特
に
（
小
学

校
）
中
学
、
高
校

 
タ
バ
コ

 

ア
ル
コ
ー
ル
。

 

悪
い

 
自
動
車
が
多
い
の

で
子
供
達
や
老
人
が
大
変

で
す
。
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■
第

４
回

：「
東

日
本
大
震
災
救
助
活
動
報
告
、
災

害
時

の
課

題
や

取
り

組
み

に
つ

い
て

」
 
 
 

 
日

時
：
９

月
６

日
(火

) 
午
後
７
時
～

９
時
 
 

場
所
：

あ
い
ぴ
あ
泉

南
 

 

 

高
齢
者
の

単
身
者
の

把
握
が
出
来
て
い
る
。
 

男
里

 

地
区
の
防
災
訓
練
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
 

参
加
者
も
多
い

 

地
域

 

学
校

 

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

 

家
庭
で
準
備
し
て
お
く
物
を
ま
と
め
て
、

家
族
や
遠
く
離
れ
て
住
ん
で
い
る
親
戚

と
災
害
時
に
つ
い
て
の
対
応
に
話
し
合

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

 

子
供
の
見
守
り

 

地
域
で
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て

い
け
る
か

に
よ
る
と
思
い
ま
す

 

地
域
の
つ
な
が
り

 
日
頃
の
訓
練
、
が
必
要
 

子
供
が
学
校
に
行
っ
て
い
る
間
に

震
災
が
起
こ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
、
学
校
↔家

庭
で

取
り
決
め
が
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

子
供
達
に
は
、
学
校
で
い
て
る
時

は
学
校
の
先
生
の
指
示
に
従
う
様

に
は
伝
え
て
い
ま
す
。
が
、
か
な

り
不
安
で
す
。

 

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
の
時
に
震
災
が
起
き

た
場
合
の
連
絡
の
つ
け
方
。

 

あ
い
さ
つ

 

 

行
政

 

高
齢
者

 

小
学

校
が

避
難

場
所

に
な

っ
て

い
る

が
、
24

時
間

開
放

さ
れ

て
い

る
か

、
心

配
 

連
絡

の
放

送
が

聞
こ

え
に

く
い

 

職
場

（
老

人
施

設
）

が
海

の
真

前
 

高
齢

者
を

ど
の

よ
う
に

避
難

さ

せ
る

の
か

 

高
齢

者
の

情
報

 

防
災

倉
庫

が
海

の
そ

ば
 

夜
は

、
心

配
で

す
し
、
 

夜
間

に
震

災
が

お
き

た
ら

ど
う

し
た

ら
い

い
？

 

防
災

訓
練

を
具

体
的

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
 

地
震

発
生

か
ら

、
70

分
で

行
動

す
る

と
知

り
、

良
か

っ
た

で
す
。
 

自
宅

に
は

88
歳

の
高

齢
者

が
い

て
、
も

し
、
避

難
と

な
れ
ば
、

ど
う

す
れ

ば
良

い
か

？
歩

く
の

も
お

ぼ
つ

か
な

い
の

で
、

 

泉
南

中
学

校
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避
難
場
所
を
市
民
に

周
知
し
て
ほ
し
い
。

 

ヒ
ナ
ン
場
所
の
て
っ

て
い
 

 池
が
（
君
が
池
）
や
ぶ

れ
た
ら
ど
う
し
た
ら

良
い
か
？

 

 

自
分
の
住
ん
で
い
る

場
所
の
高
さ
。

 

樽
井
小
学
校
へ
避
難

す
る
様
に
な
っ
て
い

る
が
、
大
丈
夫
な
の

か
？

 

（
災
害
時
）
震
災
の
時

の
放
送
が
聞
こ
え
な

い
。
 

情
報
に
つ
い
て
テ
レ

ビ
の
み
の
為
現
実
の

実
態
が
把
握
で
き
な

い
。

 

外
出
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
も
し
も

の
時
、
ど
う
動
け
ば
よ

い
か
不
安

 

泉
南

中
学

校
区

 

 

 

自
主

防
災

組
し

き
、
防

災
く

ん
れ

ん
 

 古
く

か
ら

住
ん

で
い

る
人

は
情

報
が

あ
る

が
新

興
住

宅
の

人
は
、

わ
か

ら
な

い
 

自
主

防
災

組
織

の
導

入
 

地
域

ご
と

に
集

会
な

ど
を

し
て

徹
底

し
て

し
た

ら
よ

い
と

思
う

。
 

自
主

防
災

そ
し

き
を

つ
く

る
 

都
市

を
山

に
移

動
す

る
 

自
主

防
災

組
織

を
早

急
に

立
ち

上
げ

る
 

実
態

把
握

の
為

地
域

の
放

送
ア

ナ
ウ

ン
ス

が
必

要
 

日
常

に
避

難
訓

練
を

実
施

し
、
行

動
が

身
に

つ
く

よ
う

に
す

る
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門

柱
カ

ー
ド

 

災
害

時
 

独
り

暮
ら

し
老

人
 

老
夫

婦
世

帯

の
把

握
、
ね

た
き

り
老

人
痴

呆
性

老
人

そ
の

他

救
助

の
必

要
な

老
人

障
害

者
の

現
状

の
正

確

な
把

握
と

連
絡

先
な

ど
の

詳
細

な
実

態
把

握

を
速

や
か

に
行

な
う

こ
と

。
 

地
域

的
に

は
津

波
の

心
配

は
な

い
よ

う
な

気
が

す
る

。
 

地
区

で
は

門
柱

に
災

害
時

に
無

事
を

知
ら

せ
る

カ
ー

ド
を

つ
け

て
い

る
（
表

に
は

訪
問

販
売

お
こ

と
わ

り
と

警
察

の
TE
L 

№
、
裏

面
に

無
事

の
通

知
）
。
 

寝
た

き
り

 

家
族

で
対

応
が

出
来

な
い

時
の

た
め

日
頃
、
近

所
の

方
に

た
の

ん
で

お
く

。
 

地
域

の
地

形
に

よ
っ

て
Ⓜ

マ
グ

ニ

チ
ュ

ー
ド

が
同

じ
で

も
ど

う
な

ん

か
な

と
心

配
で

す
。

 

ろ
う

あ
 

車
イ

ス
 

私
は

ろ
う

あ
者

で
あ

る
た

め
逃

げ
る

方
法

が
な

い
か

心
配

で
す
。
 

聞
こ

え
な

い
者

で
も

情
報

が
つ

か
め

る
工

夫
を

も
っ

と
し

て
ほ

し
い

。
 

道
路

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

 

車
イ

ス
の

常
用

者
の

把
握

と
緊

急
時

の
家

族
だ

け
の

対
応

で
可

能
性

の
把

握
（

車
イ

ス
対

策
）

。
 

車
イ

ス
の

運
転

の
仕

方
の

講
習

会
を

皆
で

し
た

方
が

良
い

。
 

住
ん

で
い

る
人

が
年

老
い

た
人

が
多

い
等

ど
う

す
れ

ば
良

い
か

？
（
車

イ
ス

が
必

要
。

手
を

さ
し

の
べ

る
だ

け
で

良
い

か
等

）
。

 

 

個
人

情
報
 

個
人

情
報

を
守

る
こ

と
が

大
き

な
壁

に
な

り
避

難
し

に
く

い
。
 

ひ
な

ん
場

所
自

体
 

ひ
な

ん
場

所
の

建
物

が
、

地
震

に
耐

え
得
る
建

物
で

あ
る

の
か

ど
う

か
？
 

無
線

が
、

は
っ

き
り

聞
こ

え
る

よ
う

に
対

し
ょ

し
て

ほ
し

い
。

 

火
災

に
対

す
る

防
火

訓
練

を
し

た
方

が
良

い
。

 

 

避
難
場

 

自
治
会
活

動
と
連
携

し
な
が
ら
自
主
防
災
組

織
を
つ
く

っ
て
い
る

。
 

と
り

く
み

 
と
な
り

近
所

を
密

に
交

流
し

ふ
だ

ん
か

ら
声

か
け

を
す

る
。

 

障
が
い
者
へ
の
伝
達

 

日
頃

か
ら
話
し
合
う

機
会

を
設

け
て

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ

た
方

が
良

い
の

で
は
？

 

自
主
防
災

 

不
法
駐
車

 

現
在
行
っ
て
い

る
地
域
の

福
祉
活
動

は
、
比
較

的
健
常
者
に
対

す
る
対
策

は
そ
れ
な

り
に
行

な
わ
れ
て
い
る

と
思
え
る

が
、
弱
者
に

対
す
る

対
策
障
害
者
に

対
す
る
基

本
的
な
対

策
は
皆

無
に
等
し
い
と

思
え
る
。

 

◎
不

法
駐
車
を

な
く
す
運

動
を
し

た
い

。
 

自
治

会
で
取
り

組
み

た
い

。
 

震
災
の
後
の
行
動
に

対
し

て
の

情
報

を
早

急
に
伝
え

て
欲
し
い

（
防

災
無

線
等
聞
こ

え
な
い
事
が
多
い
）

も
し

火
災

が
発

生
し

た
場
合
消
火
活
動
は

、
ど

う
な

る
の

か
。

 

不
法

駐
車
が
多

く
緊

急
時
通
路
が

確
保

出
来
ず
心

配
だ

。
 

今
後
の
取
り
組

 

・
体
の
不
自

由
な
者
と

し
て

、
障
害
の

特
性
に

あ
っ
た
助
言
者

（
も
ち
ろ

ん
当
事
者

も
含
め

て
）
の
拠
点
を
市

内
に
一
ヶ

所
集
中
的
に
作
る

こ
と
各
区
と
の

連
絡
は
担

当
者
決
め

る
 

避
難

時
の

〝
ひ
な
ん

・
・

・

〝
場

所
の

把
握

。
 

・
地

域
・
近
所
で
話

し
合

っ
て

お
く

。
 

・
声

を
か
け
あ
う
。
 

・
高

齢
者
に
は
特
に

気
を

つ
け

て
あ

げ
る

。
 

自
主
防
災

活
動

の
更
な
る

充
実
、
避

難
訓
練
を

取
り
入
れ

る
こ

と
な
ど
。
個
人
情
報

を
大
切
に

す
る
こ
と

も
大

事
だ
が
大

き
な
壁
と

な
っ
て

い
る
。
 

情
報
の
伝
達

 
火
災
 

地
域

が
古
い
民
家
が

多
い

の
で

、
「

逃
げ
る

時
ど

う
す
れ
ば
良
い

の
か

？
（

家
の

庭
に
い

る
方

が
安
全
か
？
）

 

課
題

、
日

頃
の
不
安
を

 

・
体

の
不

自
由
な
者
と
し
て
（
足
の

不
自

由

な
者

と
し

て
口
・
耳
の
不
自
由
な
者

と
し

て

目
の

不
自

由
な
者
と
し
て

）
知

的
機
能
の

不

自
由

な
者

と
し
て
精
神
的
不
自
由
な

者
と

し

て
→

意
志

を
伝
え
に
く
い

。
 

個
別

化
 

信
達

中
学

校
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災
害
情
ホ
ウ
が
あ
れ

ば
す
み
や
か
に

退
所

す
る

。
 

避
難
訓
練

 

防
災
放
送

。
 

地
域
で
リ
ー
ダ
ー
に

な
れ
る
人
を
、
決
め
て

お
く
。

 

防
災
放
送
が
聞
こ
え

に
く
い
。
 

地
域
毎
で
訓
練
を
す

る
日
を
き
め
て
や
っ

て
み
る
こ
と
。

 

地
域
で
の
避
難
訓
練

や
隣
組
で
の
、
防
災
計

画
た
と
え
ば
避
難
経

路
の
確
認
等
。

 

◎
地
域
ご
と
に
ひ
な
ん
く
ん
れ
ん
を
年
に
何
回

か

取
れ
た
ら
よ
い

。
 

◎
自
分
の
家
族
と
何
人
か
の
人
を
つ
れ
て
、
逃
げ
る

様
に
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。

 

地
域
で
ひ
な
ん
く
ん

れ
ん
を
年
に
何
回
か

取
る
様
に
。

 

防
災
無
線

 

信
達

中
学

校
区

（
Ｂ

）
 

 

 

日
頃
の
意
識

 

区
民
を
中
心
と
し
て
組
ご
と

に
ひ
な
ん
経
路
、ひ

な
ん
所
な

ど
情
報
の
共
有
を
て
っ
て
い

す
る
。

 

避
難
場
所

 ・
ひ
な
ん
場
所
が
分
か
り

ま
せ
ん
。

 

・
土
地
が
低
い
の
で
水
が

た
ま
り
や
す
い
（
上
の
う

袋
が
）
。

 

・
小
学
校
、
中
学
校
以
外
の
ひ

な
ん
所
等
が
あ
れ
ば
利
用
で

き
る
施
設
を
表
示
し
て
も
ら

い
た
い
。
 

・
も
っ
と
皆
に
ひ
な
ん
場
所

と
か
知
ら
せ
て
欲
し
い
。
 

①
ひ
な
ん
場
所
を
作
る
。

 

②
下
水
の
水
の
配
管
の
流
水
を
よ
く
す
る
様
に

。
 

③
道
の
で
こ
ぼ
こ
を
ほ
し
ゅ
う
す
る
事
・
足
元
が
あ
ぶ
な
い
で

す
。
 

ひ
な
ん
場
所
も
っ
と
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
。
 

防
災
に
山
中
に
お
け
る

道
路
の
欠
そ
ん

。
 

独
占
の
高
齢
者
の
情
報
を
消
防
署
に
報
告
す
る
。
 

ひ
な
ん
所
を
明
示
す
る
。

 

今
迄
大
き
な
災
害
が
興
っ
た
事
が
な
い
の
で
、
考
え
ら
れ

な
い
。
ゆ
え
に
何
か
あ
っ
た
時
の
備
え
が
な
い
事
が
反
対

に
こ
わ
い
で
す
。

 

家
の
近
く

に
川
は
な
い
け
ど
池
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
の
で

激
し
い
雤
が
降
り
続
い
た
時
に
池
の
場
合
は
大
丈
夫
で
し

ょ
う
か
…
？

 

台
風
に
よ
る
大
風
、
大
雤
に
対
し
て
も
今
ま
で
大
き
な
被

害
に
あ
っ
て
は
い
な
い
の
が
か
え
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る

か
も
し
れ
な
い

。
 

 

池
の

水
は

い
け

る
か
。
 

地
域

の
す

ぐ
横

に
川

が
あ

る
。

 

金
態

川
が

近
く

に
あ

る
事

。
 

マ
ナ
ー

 

駐
車

禁
止

区
域

。
 

消
火

栓
。

 

曲
り

角
に

車
を

置
か

な
い

で
ほ

し
い

。
 

違
法

駐
車
、
通
行

の

安
心

。
 

消
火

栓
や

駐
車

違
反

 

近
所

の
人

だ
か

ら
言

え
な

い
。

も
め

る
か

ら
 

消
防

署
が

日
頃

回
り

注
意

。
 

河
川
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高
齢
者
世
帯
や
、
障
が
い

の
も
た
れ
た
方
等
自
力
で

避
難
が
困
難
な
方
の
実
態

を
把
握
で
き
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る

。
 

現
状
の
避
難
場
所
が
実
際

災
害
が
お
こ
っ
た
時
に
本

当
に
機
能
す
る
の
か
、
見

直
し
や
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

地
域
の
福
祉
関
係
 
横
の

つ
な
が
り
が
な
い
。
 

介
護
施
設
や
病
院
に
は
、
た

く
さ
ん
の
高
齢
者
や
動
け

な
い
人
が
い
る
。
（
ホ
リ

内

で
も

10
0
人
以
上
…
）

 

・
コ
ン
ヤ
川
が
あ
ふ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
が

不
安
。
 

・
漁
港
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
大
水
に
な

っ
た
ら
不
安
。

 

地
域
の
お
年
寄
り
を
ど
う

や
っ
て
助
け
回
る
か
ど
う

や
っ
て
連
れ
て
逃
げ
る
か
。
 

課
題
 

特
養
施
設
の
た
め
高
齢
者

の
皆
様
を
安
全
に
避
難
さ

せ
る
組
織
作
り
が
大
変
で

す
。
 

防
災
の
放
送
が
よ
く

聞
こ
え
な
い
。

 

防
潮
堤
の
ト
ビ
ラ
は

誰
が
閉
め
る
の
か
？

 

地
域
内
の
近
く
に
、
避
難
所
が
ほ
し
い

が
高
い
建
物
が
な
い
。

 

き
め
ら
れ
た
場
所
は
遠
く
感
じ
る
。
 

避
難
場
所

。
 

南
海
線
よ
り
海
小
・

幼
・
保
が
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
を
安
全
に
保

ゴ
で
き
る
の
か
？

 

・
避
難
場
所
が
分
か
ら

な
い

。
 

・
川
が
近
い
の
で
津
波

が
心
配
。
 

災
害
時
場
所
？

 

災
害
時
の
避
難
場
所
。
 

避
難
場
所
が
あ
ま
り

周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
 

小
学
校
？

 

中
学
校
？

 

海
バ
ツ
の
高
さ
標
示

が
わ
か
ら
な
い
。

 

津
波
が
来
た
ら
２
階

の
入
所
者
を
４
階
に

上
げ
る
の
が
大
変
で

す
。
 

西
信

達
中

学
校

 

 

 

小
地
域
で
の
話
し
合

い
を
普
段
か
ら
し
て

お
く
。

 

 現
在
、
見
守
り
訪
問
を

実
施
中
。

 

高
齢
者
や
車
類
に
の

れ
な
い
人
に
対
す
る

救
助
の
方
法
は
？

 

・
避
難
所
に
つ
い
て
詳

し
い
情
報
が
知
り
た

い
。
 

事
前
に
安
全
な
場
所

を
市
か
ら
設
定
し
て

も
ら
う
。
 

近
所
ど
う
し
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て

い
く

。
 

地
域
の
各
所
に
海
バ

ツ
標
示
を
す
る
。

 

・
（
近
り
ん
の
各
）
地
域
で
の
、
ひ
な
ん
訓
練
を
し
た

ら
ど
う
か
。
そ
の
中
で
補
助
の
必
要
な
人
を
掌
握
し
、

だ
れ
が
、
だ
れ
を
（
い
ざ
と
い
う
時
に
）
確
認
す
る
か

を
、
き
め
る
。
 

Ｍ
9.
0
の
地
震
を
想
定

し
た
避
難
場
所
の
見

直
し
が
必
要
。

 

職
員
と
家
族
会
で
安
否
確

認
の
チ
ー
ム
作
り
を
し
て

い
ま
す
。

 

日
頃
か
ら
ね
た
き
り
の
人

を
４
階
に
、
２
階
の
人
は

歩
け
る
人
と
分
け
て
入
居

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

 

各
地
区
に
海
抜
表
示

を
し
て
ほ
し
い
。

 

地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
。
 

場
所
を
も
っ
と
住
民

に
わ
か
り
や
す
く
。
 

取
組

み
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廃
園

の
幼
稚
園
を

使
用
開
始
（

地
元
に
開
放
せ
よ

）
 

 

一
丘
団
地
は
高
所
に
あ

り
、
災
害
に
は
特
に
心
配

が
な
い
が
、
一
応
連
結

 

一
丘
中
学
校
。
 

人
と
人
、
団
体
と
団
体

等
の
つ
な
が
り
が
不
充

分
。

助
け
合
う
力
が
発

揮
さ
れ
る
の
か
本
当
に

不
安
で
あ
る
。
 

高
齢
者
家
庭
が
多
い
の

で
安
否
確
認
を
至
急

に

で
き
る
か
心
配

。
 

災
害
時
に
高
齢
者
の
世

帯
の
把
握
と
普
段
の
生

活
状
態
の
確
認

。
 

地
域
で
の
つ
な
が
り
に

無
感
心
な
人
が
多
い

。
 

セ
ー
フ
ネ
ッ
ト

(高
齢

者
・
子
ど
も
・
障
害
を
も

つ
人
等
)に

か
か
ら
な
い

人
。
 

単
身
の
中
高
年
と
地
域

と
の
関
わ
り
が
重
要
で

あ
る
。
 

共
助
の
相
互
間
の
役
割

等
が
不
明
確
。

 

市
民
・
地
域
住
民
が
一
つ

に
な
っ
て
取
り
組
め
る

行
事
を
行
う
。

 

人 組 織 

 
普
段
の
声
か
け
を

進
め
て
い
く
。
 

災
害
組
織
の
活

用
。
 

泉
南
市
一
丘
自
治

会
三
者
一
体
共
同

連
絡
網
充
実
。
 

天
災

が
他
人
事
様
に

思

っ
て
い
る
人
々
が
多
す

ぎ
る

 
も
っ
と
現
実
感

を
も

っ
て
対
応
し
た
い
。 

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ど
う
や
っ
て
充
実
さ
せ

て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
 
 

早
急
に
整
備
発
展
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
 

地
域
組
織
の
独

他
、
様
々
な
団
体

が
あ
る
が
横
の
連

絡
が
な
く
組
織
機

能
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。

 

地
域
の
リ
ー
ダ
ー

が
不
明
。
 

子
供
が
学
校
に
い
る
時

に
地
し
ん
津
波
が
来
た

時
、
学
校
側
は
ど
の
よ
う

に
子
供
を
家
に
帰
宅
さ

せ
て
く
れ
る
の
か
な
あ
。
 

地
区
の
消
防
団
の
よ
う

な
活
動
が
で
き
る
組
織

が
必
要
。

 

同
級
生
な
ど
地
縁
の

活
用
、
祭
り
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
顔
見
知
り
を
ふ
や

し
て
い
く

。
 

地
域
で
も
行
事
や
活
動

を
通
し
て
一
人
で
も
多

く
の
人
に
感
動
を
持
っ

て
も
ら
う

。
 

話
し
合
い
を
す
る
場

所
が
ほ
し
い
（
新
家
幼

稚
園
を
活
用
す
る
）
。
 

注 目 

 

最
優

先
課

題
 

 

市
全

体
・
地
域
全

体
で

の
防
災
訓

練
な

ど
が
無
い
。
 

情 報 ・ 設 備 

 

防
災

放
送
が
聞

こ
え

な
い

。
 

情
報
の
伝

達
が

難

し
い

。
 

泉
南
市
の

グ
ラ

ン

ド
レ
ベ
ル

０
地

点

は
ど
の
辺

？
（

地

区
名
）

 

防
災

備
品
の
場
所
を

変
え

て
ほ
し
い

。
 

先
日

、
り
ん
く
う
体

育
館

へ
行
く
事

が
あ

り
、

防
災
時
の
備
品

が
置

い
て
あ
っ

た
の

で
す

が
り
ん
く
う
体

育
院

で
い
い
の

で
し

ょ
う

か
？

 

放
送
拠
点

を
増

や

す
。

 

連
絡

網
を
密
に

し
て

お
く
体
制

が
必

要
。

 

細
か

く
防
災
マ
ッ
プ

を
作

る
必
要
が

あ
る

 

班
分

け
等
を
し
て
わ

か
り

や
す
く
作

る
。
 

緊
急

連
絡
網
が
巡
速

に
的

確
に
ま
わ

る
様

に
し

て
ほ
し
い

。
 

 

我
が
住
居
で
は
昭
和

27
年
に
水
害
に
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
問

題
点
を
話
し
合
っ
た
事
、
な
ん
で
水
害
が
あ
っ
た
が
現
況
等
を

話
し
合
う
場
が
な
く
誰
れ
も
が
忘
れ
去
っ
た
事
で
原
因
す
ら

解
析

さ
れ
て
い
な
い
の
が
心
配

。
 

心
配

 

道
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
宅
地
開
発
が
先
行
し
道
の
整
備
が

進
ん
で
い
な
い
。

 

問
題
は
宅
地
は
民
間
が
道
路
は
行
政
が
行
っ
て
い
て
、
相
互
の

計
画

(都
市
開
発
計
画

)が
と
れ
て
い
る
。

 

土
地
所
有
者
と
の
利
権
が
か
ら
み
道
の
整
備
は
な
か
な
か
困

難
と
思
わ
れ
る
が
、
行
政
主
導
で
、
早
く
災
害
に
対
す
る
道
づ

く
り
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

 

災
害
時
の
 

タ
イ
ヒ
場
所
の
明
確

化
。
 

良
く
現
況
を
分
析
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
災
害
に
そ
な
え
て
ほ

し
い
。

 

河 川 道 

 

一
丘

中
学

校
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３ 用語の説明  

 

アルファベット 

◆ＤＶ 

Ｄomestic Ｖiolence の略で、家庭内暴力と直訳されるが、一般的には家庭内に止まらず親密な関

係における男女間での暴力の意味。身体的暴力に限らず、心理的な暴力も含まれる。 

 

◆ＮＰＯ 

 Non Profit Organization の略で、民間非営利団体と訳される。日本においては、市民が自主的に

組織し運営する、営利を目的としない市民活動団体という意味で用いられる場合が多い。1998（平

成 10）年 12 月に施行された「特定非営利活動促進法（通称：ＮＰＯ法）」により法人栺を取徔した

団体を特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）という。 

 

あ行 

◆大阪府福祉のまちづくり条例 

こころのかよったまちづくりのために、府民、事業者、行政が一体となって進めていくことをうた

い、丌特定かつ多数の人が利用する建築物、道路、公園、駐車場（これらを「都市施設」という。）を

対象（新設、既設を問わず）とし、整備の基準を定めている。都市施設の設置者と管理者は、規模に

かかわらず整備基準に適合させるように努めることになっており、整備基準に適合するように整備・

改善された都市施設には「適合証」を交付している。 

 

か行 

◆介護予防 

家に閉じこもりがちな高齢者、要介護状態になるおそれのある高齢者等に対し、通所等による各種

サービスを提供することによって、社会的孤立感の解消、自立生活の助長及び要介護状態の予防を行

うことです。 

 

◆虐待 

人権を侵害し、心や身体を傷つけるような行為。殴る、蹴るなどの暴力的な行為だけでなく、本人

の意に反する身体的拘束や性的虐待、暴言や脅迫などの心理的虐待、世話を放棄するネグレクト、年

金などを勝手に使ってしまう経済的虐待などがあり、児童や高齢者に対する虐待が問題となっている。 

 

◆協働 

市民と行政（または市民と行政、企業）がそれぞれの持つ特性を生かし、補い合い、協力し合い、

連携して地域活動や公共的誯題の解決にあたること。 
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◆ケアマネジャー 

介護支援専門員の通称。要介護・要支援認定を受けた人等の希望や心身の状況、生活環境等を把握

して居宅サービス計画（ケアプラン）を作成し、適切な介護サービスの利用ができるよう市区町村や

事業者等との連絡、調整等を行う人。 

 

◆権利擁護 

 自己の権利を表明することが困難な寝たきりの高齢者や、認知症の高齢者、障害のある人の権利擁

護やニーズ表明を支援し代弁すること。 

 

◆コミュニティソーシャルワーカー 

 地域において支援を必要とする人〄の生活圏や人間関係などを重視した援助を行ったり、地域を基

盤とする支援活動を発見して、支援を必要とする人に結びつけるなど、必要に忚じて行政や各種団体

と連携・協働しながら解決を図るなどの活動を行う人。 

 

さ行 

◆災害時要援護者 

 高齢者世帯、要介護者、障害のある人、難病患者、妊婦、５歳未満の乳幼児、日本語に丌慣れな外

国人などの災害時に一人で避難が難しい住民。 

 

◆成年後見制度 

 判断能力が低下した認知症高齢者や知的障害のある人、精神障害のある人等を法的に保護し、支援

するため、平成 12 年度に開始された制度。家庭裁判所により選任された後見人等が本人の意思を尊

重し、法律行為の同意や代行などを行う。 

 

た行 

◆団塊の世代 

1947～49 年頃のベビーブームに生まれた世代のこと。 

 

◆地域子育て支援センター 

地域の子育て中（未就学児）の親子が互いに交流し、子育てを楽しみながら仲間をつくる場で、育

児丌安等についての指導や育児支援を行う機関として、各市区町村に設置されている。 

 

◆地域包括支援センター 

地域に暮らす高齢者の保健・福祉・医療の向上、虐待防止、介護予防マネジメントなどを行う機関

として、各市区町村に設置されている。 

 

な行 

◆日常生活自立支援事業 

 認知症高齢者、知的障害のある人、精神障害のある人等のうち、判断能力が丌十分な人が地域にお
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いて自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスの利用援助等を行うもの。

社会福祉協議会が実施している。 

 

◆認知症 

記憶障害から始まり、知的能力が脳の後天的な変化により著しく低下する病気。 

 

◆認知症サポーター 

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る忚援者として日常生活の中での支援をし

ていただく方。 

 

は行 

◆バリアフリー 

 高齢者、障害のある人の生活の妨げとなるバリア（障壁）を改善し、両者が自由に活動できる生活

空間のあり方。 

 

◆ボランティア 

個人の自由な意思によって金銭的対価を求めず、社会的貢献を行うこと、及びそれに携わる人のこ

と。 

 

ま行 

◆民生委員児童委員 

民生委員法に基づき厚生労働大臣に委嘱され、地域住民に対する見守りや生活誯題に関する様〄な

相談等､行政や関係団体と協力しながら支援を行う人。 

なお、民生委員は児童福祉法第 16 条第 2 頄の規定により児童委員も兼ねており、特に主任児童委

員は児童福祉に関することを専門に担当している。 

 

や行 

◆ユニバーサルデザイン 

 特定の年齢・性別・国籍・心身状態の人を対象とするのでなく、様〄な違いを超えて考慮し、計画・

設計することや、そのような状態にしたもの。 

 

ら行 

◆ライフステージ 

 人生の各段階。乳幼児期・就学期・成人期・高齢期などに分けられる。 

 

◆リハビリテーション 

 障害のある人が社会生活に復帰するための総合的な治療的訓練。身体的機能回復訓練、精神的、職

業的な復帰訓練も含まれる。 
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会議に参加させて頂き、障害者に対する

市民の皆様の取り組みと環境が着実に前進

していることをうれしく思います。今後、

障害者自身が待ちの姿勢から積極的に地域

の中にとけ込み、共に活動し、策定した計

画の一歩前進へ取り組んでまいります。 

佐〄木眞人 

 

 

 

地域福祉を進めていく立派な指針ができ

ました。どれだけ実現できるかが問われま

す。今、しんどい思いで日〄を過ごしてい

る人〄に、一日も早く適切な支援が届き、

安心して生活できるようになることを切に

願います。 

西野敦子 

 

 

 

厚生労働省は、対策の遅れていた「精神

疾患」を加えて「５大疾病」を決めました。

精神疾患は青年期に発病することが多く、

治療しても一般就労ができる人は尐なく、

殆どの人が長期間家族と同居しています。

個人情報の壁はありますが、障害者を必死

で支えている高齢者の支援も必要です。 

長島由美子 

 

 

 

本計画の策定に関わってこられた委員の

皆様の熱心な討議により「福祉と共生のま

ちづくり」をめざす有意義な指針ができた

と思います。 

今後はこの策定書の周知を図ることはも

ちろん「画竜点晴」を欠くことのないよう

施策の進捗状況を関心をもって見守ってい

きたいものだと思います。 

若林茂樹 

 

誮もが地域で安心して暮らしていくため

に、自立・互助・共助・公助の重層的な取

り組みが、益〄必要となっているこの時期、

市の地域福祉計画及び活動計画策定委員会

委員として参画させていただき、責任の重

さを感じると共に、今後の推進状況をしっ

かり見させていただくことが大切と思って

います。 

亀田章道 

 

泉南市の地域福祉活動計画策定委員を引

き受け、初めは戸惑いの連続でした。話を

聞くうちに尐し判る様になったと思います。

福祉と申しましても、子供から高齢者又は

外国人、色〄と大変なことと思い、私も尐

しでも皆様の手助けが出来る様にと頑張っ

ていきたいと思います。また計画に参加さ

せて頂きありがとうございます。 

尾本時子 

 

策定委員のみなさんから“ひとこと” 
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地域コミュニティをしっかりする事が、

地域の福祉及び災害時における減災につな

がり、安心・安全な街づくりになると思い

ます。 

上中喜美夫 

 

 

 

 

 

第一次計画に引き続き、第二次計画の策

定にも参加しましたが、前回に比べ計画策

定への参加意識が非常に高くなっていたの

には感心しました。委員の皆さんから次〄

と手があがり、沢山の前向きな意見を聴か

せていただきました。この皆様のご意見を、

社会福祉法人として事業展開に役立てたい

と思っています。 

川勝光子 

 

泉南市地域福祉計画策定委員会に参加さ

せて頂き、各セクションでの取り組みを改

めて理解を深めました。私共も社会福祉法

人として計画実施にあたり協力をしたいと

思います。微力ではございますが、宜しく

お願い致します。 

道脇浩司 

 

 

 

 

社会福祉法人長寿会は平成６年４月より

老人福祉事業を営んでおります。この度は

地域福祉計画の策定に関わらせていただき

ました。今後は、行政、民生委員、地域諸

団体、住民、ボランティア等の関係機関と

共に、泉南市が目指す「誮もが地域で安心

して暮らしていけるまち」に寄不できるよ

う一層努力いたします。 

油田学 

 

今回参加させて頂き、様〄な立場からの

ご意見を伺うことができよかったと思いま

す。ともすれば自分に最も过い人達（障害

者関係）のことのみに目がいきがちですが、

市民の方〄の願いや実態にふれる中、「必要

な人に適切に支援が届くしくみづくり（基

本目標３）の大切さを痛感しました。 

井上尚美 

 

 

泉南市で生活するすべての人〄が、自分

らしく、より良い暮らしができるよう、こ

の計画が役立つことを願います。 

たくさんの人たちが困難に感じているこ

とは、社会全体として改善しなければとい

う思いが強まりますが、一人ひとりが抱え

る小さな困難にもきちんと対忚できるよう

な地域社会づくりを期待します。 

厨子美津子 
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住民懇談会で地域によって様〄な意見や

考えなくてはならない事がある。第一に地

域福祉が何なのか、福祉といえば障害者や

老人だけと思っている人が多数いる事も。

地域福祉がもっと身过で、誮でも関係があ

るのだと、第二次地域福祉計画及び地域福

祉活動計画で、市民の繋がりがもっと強く

なる事を願います。 

滝本美津代 

 

 

今回初めて参加して、各委員さんが地域

でいかに一生懸命活動されているかを実感

しました。委員会を重ねるうちに、大切な

のは市民一人一人が、人に頼るだけでなく

皆で協力していくことだと思いました。こ

の地域福祉計画が、しっかり機能していく

ことを願います。 

下澤ひとみ 

 

会議や各種団体の皆さんとのワークショ

ップに参加した中で、だれもが自立して幸

せな生活をめざす為には、地域の中で孤立

せず、共につながっていることが大切と実

感しました。お互いが助け合って暮らして

いける地域社会の実現の為に、この計画が

着実に実行されるよう委員として協力して

いきたいと思います。 

津田純子 

 

 

 

 

各地域で福祉活動は着実に根づいていま

す。今、活動されている人たちに加え、働

いている世代や若者たちの参画があれば、

もっともっとご过所の底力がパワーアップ

するでしょう。そのため、既存の組織・団

体を地域福祉や防災をキーワードに連携を

強化する仕組みづくり、情報の共有が大事

だと感じました。追加：私にできること、

私にしかできないことをしてみませんか？

ちょっと勇気を出してと呼びかけたいです。 

松下盛子 

 

策定委員となり、これまで疑問に思って

いたことや分からなかったことがとても分

かりやすい計画となっていて、参加して良

かったと思っております。 

島本純子 
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第５回策定委員会において、向井通彦泉南市長に完成計画書を提出し、 

出席委員の皆さんと記念撮影をしました 
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～ 編 集 後 記 ～ 

 

このたび、泉南市で暮らす皆さまが住み慣れた地域で、

安心して健やかに生活できることをめざして、第二次地

域福祉計画および地域福祉活動計画が策定されました。 

 

地域で人〄が快適に暮らすためには、行政、福祉関係

の事業者、地域住民やボランティアがともに、主体的に

地域づくりを行うことが重要です。地域づくりとは高齢

者、子どもや障害のある方〄が生活しやすい安全な施設

の整備や医療保健福祉サービス等を拡充することだけで

はなく、住民同士や関連機関と住民とのつながりを深め

ていくことも意味します。高齢者、子ども、障害のある

方〄が住みやすい地域は、すなわち、健康な人〄も住みやすい地域でもあります。 

地域づくりをどのように進めていくのか、その具体的な方法については、学術的に

も、実践的にもまだ明らかではなく、多くの自治体や地域に試行錯誤に進められてい

るのが現状です。地域福祉計画ならびに地域福祉活動計画とは、計画を実行をする、

市民、行政、福祉関係の事業者や社会福祉協議会等がこれからの５年間、泉南市の地

域福祉活動の目指す方向性を共有し確認する、いわば「道しるべ」といえます。 

本計画を策定するにあたっては、泉南市の地域福祉に関連の深い諸団体や市民の

方〄によって構成された計画策定委員会で素案を作成しては何度も議論を行って参

りました。市民の方〄のご意見を広く計画に反映させるために、市民懇談会やアンケ

ート調査を行いました。また、第１次計画で計画されてきたことを見直し、次の活動

に結びつくように、市の各担当誯や社会福祉協議会の職員とともに、計画を策定して

きました。 

策定してきた「道しるべ」にしたがって、地域福祉計画や地域福祉活動を着実に実

現していくこと、あるいは策定された計画を上まわる活動が展開され、この泉南市が

今よりさらに住みやすい地域になることを祈ってやみません。 

最後になりましたが、計画策定に際し、ご意見やご協力をいただいた市民の皆様、

各団体や事業者の皆様、ジャパンインターナショナル総合研究所のご担当者に心より

御礼を申し上げます。 

 

平成 24 年 3 月 

 

大阪市立大学大学院看護学研究科 在宅看護学領域 

 

教授            
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